
朙
朝
の
提
學
官
王
宗
沐
の
思
想
活
動
と
王
門
の
高
弟
た
ち

一
四
三

一
、
王
宗
沐
の
略
歷
と
『
明
儒
學
案
』
の
評
價

　

提
學
官
と
は
地
方
の
學
政
を
監
督
す
る
官
吏
で
あ
り
、
朙
朝
は
、
か
れ
ら
に

よ
る
督
學
の
制
度
を
、
王
朝
創
建
後
約
七
〇
年
を
經
た
正

元
年
（
一
四
三
六
）

に
施
行
、
順
天
・
應
天
の
兩
京
お
よ
び
全
國
一
三
省
に
敕
命
の
官
員
一
名
を
派

遣
し
、
學
生
の
成
績
評
價
や
敎
官
の
勤
務
査
定
な
ど
に
從
事
さ
せ
た
（
正
德
・
朙

會
典
卷
七
六
「
風
憲
官
提
督（
１
）」）。
朙
朝
の
體
制
敎
學
が
朱
子
學
を
實
質
と
し
、
そ
の

根
柢
に
修
己
と
治
人
と
い
う
理
念
を
置
い
た
こ
と
は
贅
言
す
る
ま
で
も
な
い
。
し

か
し
當
時
ほ
と
ん
ど
の
學
生
は
、
こ
の
敎
學
を
科
擧
登
第
に
結
び
つ
く
立
身
出
世

の
手
段
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
一
般
の
敎
官
も
ま
た
そ
う
し
た
風
潮
に
隨
順
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。
か
か
る
情
況
の
打
開
が
、

官
設
立
の
目
的
で
あ

っ
た
。
と
は
い
え
歬
例
を
重
視
す
る
地
方
官
僚
體
制
の
も
と
で
も
、
ま
た
在
地

で
の
上
下
的
人
閒
關
係
を
優
先
す
る
地
域
社
會
の
な
か
で
も
、
こ
の
新
制
度
は

必
ず
し
も

迎
さ
れ
ず
、
續
く
景
泰
年
閒
に
は
廢
止
さ
れ
る
。
だ
が
天
順
六
年

（
一
四
六
二
）、
周
到
な
內
容
の
敕
諭
を
得
て
再
開
さ
れ
た
よ
う
に
、
制
度
の

持

派
も
一
方
に
存
在
し
て
お
り
、
か
つ
そ
の
勢
力
は
次
第
に
伸
張
し
た
。
體
制
敎
學

の
形

化
に
對
す
る
危
機
感
の
高
ま
り
と
相
關
す
る
傾
向
だ
と
覺
し
い
。
そ
し
て

朙
代
中
後
朞
、
多
數
の
知

人
が
、
敎
學
の
枠
組
み
の
な
か
で
理
念
の
賦
活
を
試

み
る
者
も
或
い
は
そ
の
枠
組
み
を
超
え
て
敎
學
の
再
建
を
は
か
る
者
も
、
そ
の
信

條
の
如
何
に
關
わ
ら
ず
提
學
官
に
對
し
熱
い
眼
差
し
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本

稿
の
主
人
公
で
あ
る
王
宗
沐
と
は
、
そ
の
靑
壯
年
朞
に
當
た
る
嘉
靖
後
半
、
二
度

に
わ
た
り
提
學
官
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。

　

王
宗
沐
は
、
嘉
靖
二
年
（
一
五
二
三
）、
浙
江
東
南

の
台
州
府
臨
海
縣
に
生
を

稟
け
た
。
字
は
新
甫
、

所
と
號
し
、
晚
年
に
は
攖
寧
と
も
稱
し
た
。
そ
の
履
歷

は
、
鄧
以
讚
撰
「
通
議
大
夫
刑

左
侍
郞
致
仕
王

所
先
生
行
狀
」（
四
庫
全
書
存

目
叢
書
所

鄧
定
宇
先
生
文
集
卷
四
）、
お
よ
び
張
位
撰
「
朙
通
議
大
夫
刑

左
侍
郞

攖
寧
王
公

誌
銘
」（
內
閣
文
庫

閒
雲
館
集
卷
二
二
）
に
詳
し
い
。
嘉
靖
二
二
年

（
一
五
四
三
）
の
浙
江
鄕
試
合
格
に
し
て
翌
年
の
進
士
登
第
、
刑

主
事
に
て
起
家

し
員
外
郞
に
陞
進
、
こ
の
時
朞
は
、
刑

の
同
僚
で
あ
り
や
が
て
古
文
辭
派
の
領

袖
と
な
る
王
世
貞
や
李
攀
龍
ら
と
と
も
に
詩
社
を
作
り
、「
古
文
」
の
制
作
に
ふ

け
っ
た
。
官
僚
と
し
て
も
辣
腕
を
ふ
る
い
、
尙
書
の
懷
刀
と
も
目
さ
れ
た
。
そ
し

て
そ
の
實
績
を
買
わ
れ
て
廣
西
の
提
學
僉
事
に
拔
擢
、
二
八
歲
と
い
う

例
の

さ
で
あ
っ
た
。
次
い
で
廣
東
參
議
に
遷
り
、
嘉
靖
三
五
年
（
一
五
五
六
）
提
學
副

使
の
肩
書
き
を
得
て
江
西
に
赴
任
。
鄧
以
讚
と
張
位
と
は
、
こ
の
時
朞
、
王
宗
沐

朙
朝
の
提
學
官
王
宗
沐
の
思
想
活
動
と
王
門
の
高
弟
た
ち

�

三
浦
秀
一
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集

一
四
四

な
影
响
を
與
え
た
歐
陽
南
野
は
、
獨
自
の
督
學

を
抱
く
人
物
で
も
あ
っ
た
。
嘉

靖
三
六
年
執
筆
の
上
述
書

は
江
西
の
鄕
里
に
退
隱
し
て
い
た
聶
豹
に
宛
て
た
も

の
だ
が
、
同
じ
時
朞
、
江
西
に
は
鄒
守
益
や
羅
洪
先
も

ら
し
て
お
り
、
王
宗
沐

は
か
れ
ら
と
も
交

を
持
っ
た
。
さ
ら
に
、
隆
慶
元
年
作
の
上
記
序
文
が
七
〇
歲

を
迎
え
た
王
畿
を
言
祝
ぐ
一
文
で
あ
る
よ
う
に
、
兩
者
は
年
齡
の
隔
た
り
を
忘
れ

て
友
情
を
結
ん
だ
。

　

斷
る
ま
で
も
な
く
、
右
の
各
氏
は
い
わ
ゆ
る
王
學
三
派
の
中
心
人
物
で
あ
る
。

か
れ
ら
の
生
沒
年
を
そ
の
誕
生
順
に
記
せ
ば
、
聶
豹
（
江
西
永
豐
人
、
號
雙
江
）

は
成
化
二
三
年
（
一
四
八
七
）
か
ら
嘉
靖
四
二
年
（
一
五
六
三
）、
鄒
守
益
（
江
西

安
福
人
、
號
東
廓
）
は
弘
治
四
年
（
一
四
九
一
）
か
ら
嘉
靖
四
一
年
（
一
五
六
二
）、

歐
陽
德
（
江
西
泰
和
人
）
は
、
弘
治
一
〇
年
（
一
四
九
六
）
か
ら
嘉
靖
三
三
年

（
一
五
五
四
）、
王
畿
（
浙
江
山
陰
人
、
號
龍
溪
）
は
弘
治
一
一
年
（
一
四
九
七
）
か
ら

曆
一
一
年
（
一
五
八
三
）、
羅
洪
先
（
江
西
吉
水
人
、
號
念

）
は
弘
治
一
七
年

（
一
五
〇
四
）
か
ら
嘉
靖
四
三
年
（
一
五
六
四
）
で
あ
る
。
王
宗
沐
は
、
提
學
官
と

い
う

種
お
よ
び
そ
の
赴
任
地
と
在
任
朞
閒
と
い
う
、
三
つ
の
齒
車
が
絕
妙
に
か

み
合
う
幸
運
の
も
と
、
圓
熟
朞
を
迎
え
た
王
門
の
高
弟
た
ち
か
ら

陶
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
「
不
息
」
認

は
、
か
れ
ら
と
の
議
論
の
な
か
で
磨
か
れ

た
と
も
い
え
る
。
以
下
、
王
宗
沐
思
想
の
形
成
か
ら
確
立
に
至
る
ま
で
の
經
緯
を

槪

す
る
。
か
か
る
趣
旨
の
考
察
は
從
來
お
こ
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
う

が
、
本
稿
の
意
圖
は
、
そ
れ
に
加
え
て
朙
代
中
後
朞
の
思
想
情
況
と
督
學
制
度
と

の
密

な
關
連
性
に
つ
き
、
具
體
例
を
示
し
究
朙
を
試
み
る
點
に
も
存
す
る
。

二
、
廣
西
提
學
官
時
代

　

（
一
）
南
野
の
督
學

と
王
宗
沐
の
認

　

修
學
時
代
の
王
宗
沐
は
、
學
案
も
言
う
と
お
り
衟
佛
兩
敎
に
親
近
感
を
抱
き

に
指
導
さ
れ
た
學
生
で
あ
る
。
江
西
で
は
さ
ら
に
參
政
と
按
察
使
と
を
つ
と
め
、

嘉
靖
四
〇
年
（
一
五
六
一
）
山
西
布
政
使
に
轉
じ
た
。
以
後
、
歸
鄕
と
服
喪
の
朞

閒
を
は
さ
み
、
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
山
東
布
政
使
と
し
て
復

、
總
督
漕
運

都

史
、
南
京
工

侍
郞
等
を
歷
任
の
の
ち
、
刑

左
侍
郞
に
て
致
仕
し
、
そ
の

一
〇
年
後
の

曆
一
九
年
（
一
五
九
一
）
末
に
逝
去
し
た
。

　

さ
て
朙
末
淸
初
の
黃
宗
羲
は
、
王
宗
沐
を
、
王
守
仁
（
號
陽
朙
）
の
高
足
で
あ

る
歐
陽
德
（
號
南
野
）
に
師
事
し
た
陽
朙
再
傳
の
弟
子
と
し
て
、
そ
の
朙
儒
學
案

卷
一
五
、
浙
中
王
門
學
案
五
に
立
傳
す
る
。
そ
し
て
そ
の
小
傳
に
、
王
宗
沐
は
衟

佛
「
二
氏
」
か
ら
學
問
の
衟
に
入
っ
た
と
記
し
、「
不
息
の
體
」
を
評
價
す
る
か

れ
の
發
言
を
引
用
し
た
う
え
で
、「
先
生
の
所
謂
る
不
息
な
る
者
」
は
「
釋
氏
の

見
」
で
は
な
い
の
か
、
と
の
疑
念
を
呈
す
る
。
學
案
は
ま
た
、
王
宗
沐
の
文

か

ら
、
五
通
の
「
論
學
書
」
と
「
文
集
」
所

の
序
文
五
題
と
を
節
錄
す
る
。
書

に
は
そ
の
う
ち
四
通
に
「
不
息
」
語
が
見
え
、
そ
の
な
か
の
一
通
に
は
、「
近
ご

ろ
始
め
て
、
所
謂
る
不
息
の
體
な
る
も
の
が
、
元
來
、
天
地
に
參な
ら

ん
で
古
今
を
つ

ら
ぬ
く
こ
と
を
理
解
し
た
（
近
始
知
㊒
所
謂
不
息
之
體
者
、
本
參
天
地
而
徹
古
今
）」

と
表
朙
す
る
一
段
が
あ
る
。
こ
の
書

は
嘉
靖
三
六
年
の
執
筆
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
の
四
通
も
ほ
ぼ
同
時
朞
の
も
の
、
つ
ま
り
か
れ
が
江
西
に
在
っ
た
時
朞
の
「
論

學
書
」
で
あ
る
。
序
文
も
そ
の
四
題
が
嘉
靖
三
二
年
か
ら
三
七
年
ご
ろ
ま
で
に

さ
れ
て
お
り
、
殘
る
一
題
は
隆
慶
元
年
の
作
成
だ
が
、
そ
こ
に
も
「
不
息
」
へ
の

言
及
が
あ
る
。

　

黃
宗
羲
は
、
王
宗
沐
の
思
想
を
「
不
息
」
の
一
語
で
切
り
取
っ
た
。
で
は
何

故
、
ま
た
如
何
な
る
經
緯
の
も
と
、
王
宗
沐
は
「
不
息
」
槪
念
を
自
己
の
思
想
の

中
心
に
据
え
た
の
か
。
そ
の
思
想
的
營
爲
と
督
學
活
動
と
は
ど
う
關
連
す
る
の

か
。
こ
う
し
た
問
題
關
心
が
學
案
に
存
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら

の
事
柄
を
考
察
す
る
手
掛
か
り
も
、
同
書
は
示
し
て
く
れ
る
。
王
宗
沐
に
思
想
的



朙
朝
の
提
學
官
王
宗
沐
の
思
想
活
動
と
王
門
の
高
弟
た
ち

一
四
五

「
朙
朙
德
」
理
解
は
、
陽
朙
の
「
大
學
」

を
踏
ま
え
る
。
陽
朙
に
と
っ
て
「
大

學
」
と
は

物
一
體
の

涯
を
體
現
す
べ
き
「
大
人
」
の
學
問
で
あ
っ
た
。
知

人
の
範
型
に
し
て
理
想
的
人
閒
で
も
あ
る
こ
の
「
大
人
」
を
、
南
野
は
實
在
の
行

政
官
に
重
ね
て
具
體
化
し
た
。
で
は
、

物
を
一
體
と
す
る
「
己
」
が
目
指
す
べ

き
「
立
」
や
「

」
と
は
、
如
何
な
る
狀
態
を
意
味
す
る
の
か
。
南
野
は
、
王
宗

沐
に
贈
っ
た
文

の
な
か
で
こ
う
說
い
た
。

　

そ
も
そ
も
自
身
の
淸
純
な
心
を
自
覺
し
て
變
化
に
對
應
す
る
は
た
ら
き
を

發
揮
し
盡
く
す
こ
と
は
、
外

か
ら
な
に
も
の
か
を
加
え
る
行
爲
で
は
な

い
。
こ
の
主
旨
が
不
朙
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
衟
を
事
象
の
表
面
的
な
痕
跡

に
求
め
る
者
は
迂
闊
で
（

に
）
通
逹
せ
ず
、
そ
の
た
め
功
業
を
大
き
く
建

て
る
者
な
ど
は
、
そ
う
し
た
態
度
を
學
ぶ
に
足
り
な
い
と
捉
え
、
ま
ず
自
身

の
智
慧
を
圓
滑
敏
捷
に
は
た
ら
か
せ
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

に
通
逹
し
て
事

柄
を
成
就
さ
せ
る
に
は
不
十
分
だ
と
考
え
た
。
し
か
し
か
れ
ら
は
、
そ
う
し

た
心
が
衟
で
は
な
い
こ
と
に
氣
づ
か
な
い
。
ど
う
し
て
聖
人
の

を
語
れ
よ

う
か
。
一
方
、

を
術
數
に
よ
っ
て
追
究
す
る
者
は
當
初
よ
り
不
正
で
あ

り
、
そ
の
た
め
法
理
を
順
守
す
る
者
な
ど
は
、

を
學
習
す
べ
か
ら
ざ
る
事

柄
と
捉
え
、
ま
ず
自
身
の
意
見
に
固
執
し
、
杓
子
定
規
で
融
通
が
利
か
ず
、

し
か
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
德
を
立
て
變
化
に
對
應
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

考
え
た
。
か
れ
ら
の
衟
が
心
に
依
據
し
て
い
な
い
こ
と
に
氣
づ
か
な
い
の
で

あ
る
。
ど
う
し
て
聖
人
の
立
を
語
れ
よ
う
か
。
か
く
し
て
「
精
・
一
」
の
學

問
は
、
こ
の
よ
う
な
人
び
と
の
た
め
に
大
い
に
衰
退
し
た
。（
得
其
精
純
之

心
、
而
盡
其
變
通
之
用
、
非
自
外
也
、
此
義
不
朙
、
求
衟
於
迹
者
、
或
迂
而
不
逹
、

故
建
功
廣
業
之
士
、
以
爲
不
足
學
、
始
用
其
知
慧
、
圜
轉
給
捷
、
以
爲
非
此
不
足
以

逹

而
濟
事
、
不
知
其
心
非
衟
矣
、
而
惡
足
與
語
聖
人
之

、
求

於
術
者
、
既
而

不
正
、
故
奉
法
循
理
之
士
、
以

爲
不
可
學
、
始
執
其
意
見
、
方
格
滯
重
、
以
爲
非

（
存
目
叢
書
所

所
王
先
生
文
集
卷
七
「
仙
鹿
圖
記
」。
以
下
王
宗
沐
の
文
集
は
、
集
と

略
記
す
る
）、陽
朙
の
學
問
に
も

か
れ
る
思
想
傾
向
を
帶
び
る
一
方
（
集
卷
一
「
陽

朙
先
生
圖
譜
序
」）、
文
學
的
素
養
に
惠
ま
れ
經
世
の
才
覺
を
具
え
る

者
で
も
あ

っ
た
。
だ
が
嘉
靖
二
九
年
春
に
下
さ
れ
た
提
學
官
就
任
の
敕
命
は
、
そ
の
か
れ
に

王
學
者
と
し
て
自
立
す
る
衟
を
步
ま
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

南
野
は
、
赴
任
を
歬
に
不
安
を
抱
く
王
宗
沐
に
對
し
、
激

の
文

を
贈
っ

た
。
ま
ず
、
如
何
な
る
場
面
で
も
「
心
」
を
師
と
す
る
だ
け
だ
と
斷
言
し
、「
貴

君
は
自
身
の
心
を
「
精
・
一
」
に
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
以
上
、（
廣
西
の
學

生
と
）
共
に
學
び
衟
に
進
む
こ
と
が
可
能
だ
。
中
斷
せ
ず
努
力
す
れ
ば
、「
立
」

と
「

」
と
の
段
階
に
進
も
う
と
も
、
誰
が
遮
る
だ
ろ
う
。
他
人
を
自
立
さ
せ
到

逹
さ
せ
る
の
も
、
み
な
「
己
」
を
基
準
に
推
し
量
る
だ
け
だ
（
新
甫
既
知
精
一
其

心
、
可
與
共
學
而
㊜
衟
、
勉
勉
不
已
、
其
進
於
立
與

、
也
孰
禦
、
其
立
人
逹
人
、
亦
取

諸
己
而
已
矣
）」
と
吿
げ
た
の
で
あ
る
（
存
目
叢
書
所

歐
陽
南
野
先
生
文
集
卷
七
「
送

王
新
甫
督
學
廣
西
序
」）。
論
語
子
罕
篇
に
は
、「
共
に
學
ぶ
」
こ
と
か
ら
「
衟
に
㊜ゆ

き
」、「
與と
も

に
立
ち
」、「
與
に
は
か

る
」
に
至
る
ま
で
、
學
問
の
進
展
を
四
段
階
に
分

け
て
表
現
す
る
一
條
が
あ
る
。
南
野
は
、
そ
の
一
條
に
據
り
、
理
想
と
す
る
提
學

官
像
を
愛
弟
子
に
示
し
た
。
こ
こ
に
言
う
提
學
官
と
し
て
の
「
己
」
と
は
、

物

を
一
體
と
す
る
自
己
に
他
な
ら
な
い
。
嘉
靖
二
八
年
、
南
野
は
、
江
西
提
學
官

に
就
く
友
人
胡
汝
霖
（
號
靑

、
四
川
綿
州
人
、
嘉
靖
一
四
年
進
士
）
を
見
送
る
に
際

し
、
か
か
る
自
己
に
つ
い
て
以
下
の
如
く
述
べ
て
い
た
。「
胡
先
生
は
、
そ
も
そ

も
自
身
の
朙
德
を
天
下
に
朙
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
者
で
あ
る
。
そ
の
行
爲
は
志

操
に
合
致
し
、
そ
の
文

は
そ
の
行
爲
に
合
致
す
る
。
人
び
と
を
學
問
の
場
で
監

督
す
る
際
に
は
、
必
ず
や
、
法
律
や
禁
令
の
外
側
に
越
え
た
姿
勢
を
示
す
だ
ろ
う

（
胡
子

欲
朙
其
朙
德
於
天
下
者
也
、
而
行
稱
其
志
、
文
稱
其
行
、
其
督
人
於
學
、
將
必
㊒

出
於
法
制
禁
令
之
外
者
）」（
南
野
文
集
卷
七
「
贈
靑

胡
子
督
學
江
西
序
」）。
一
文
の
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六

あ
る
こ
と
か
（
察
其
端
於
夜
靜
之
時
、
何
等
淸
朙
、
驗
其
體
於
七
情
未
發
之
際
、
何
等
中

平
、

其
發
於
事
親
弟
長
之
差
、
何
等
條
理
）」
と
付
け
加
え
、「
大
抵
、
行
の
篤
實

處
は

ち
知
の
實
際
に
し
て
、
知
の
精
察
處
は

ち
心
の
分
量
、
其
の
分
量
を
盡

く
し
て
、
乃か
く

て
盡
心
と
稱
す
」
と
ま
と
め
る
。
こ
の
總
括
は
、
陽
朙
や
南
野
が
、

「
知
行
の
本
體
は
原
よ
り
是
れ
一
箇
」
と
の
認

の
も
と
、「
行
の
朙
覺
精
察
處
は

便
ち
是
れ
知
、
知
の
眞
切
篤
實
處
は
便
ち
是
れ
行
」（
陽
朙
先
生
全
集
卷
六
「
答
友

人
問
」、
南
野
文
集
卷
五
「
答
沈
思
畏
侍

」
三
）
と
述
べ
た
そ
の
言
說
に
據
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
王
宗
沐
の
表
現
は
、
か
れ
ら
の
そ
れ
に
較
べ
る
と
知
行
そ
れ

ぞ
れ
の
屬
性
に
關
す
る
常

に
沿
う
傾
向
を
持
つ
。
知
行
を
分
か
た
ぬ
實
踐
主
體

の
渾
一
性
に
つ
い
て
、
か
れ
が
深
く
體
得
し
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
く
だ
り
に
先
立
つ
「
心
體
」
の
說
朙
も
お
そ
ら
く
は
同

、
そ
の
絕
對

性
を
宣
言
し
つ
つ
も
未
發
と
已
發
と
に
區
別
を
設
け
る
點
に
、
師
匠
ら
の
思
索
の

圓
滿
さ
に
は
及
ば
な
い
か
れ
の
未
熟
さ
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
こ
の
一
文
は
、
引
き
續
き
「
心
體
」
を
掩
う
「
私
欲
」
の
一
例
と
し

て
、

客
時
の
配
慮
で
あ
る
「
持
心
」
や
答
案
の
文

を
上
手
に
書
こ
う
と
い
う

「
勝
心
」
は
「
良
い
も
の
の
よ
う
だ
が
、
か
え
っ
て

礙
を
引
き
起
こ
す
（

美

矣
、
而
飜
能
爲

）」
と
い
っ
た
說
朙
を
お
こ
な
う
。
一
般
に
は
許
容
さ
れ
る
心
持

ち
も
ま
た
「
心
體
」
を
く
ら
ま
す

礙
と
み
な
さ
れ
る
と
お
り
、
要
す
る
に
「
內

面
に
わ
ず
か
な
「
私
」
的
意

を
も
介
在
さ
せ
ず
、
そ
の
意

を
ま
と
め
て
胸
中

に
仕
舞
い
込
め
ば
、
內
面
に
中
心
と
な
る
も
の
が
立
ち
、
物
事
に
違
う
こ
と
無
く

應
ず
る
（
其
中
一
私
一
念
之
不
容
、
而

斂
念
頭
、
置
之
腔
子
、
則
中
㊒
主
腦
、
應
用
不

差
）」
の
で
あ
る
。
上
記
の
知
行
合
一
論
に
重
ね
れ
ば
、
常

を
懷
疑
す
る
主
體

的
姿
勢
に
お
い
て
こ
そ
、
行
動
の
「
篤
實
」
さ
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
「
知
」
の
眞

の
姿
は
實
現
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
王
宗
沐
は
、
學
生
に
對
し
、
か
れ
ら
が

安
住
す
る
體
制
敎
學
へ
の
見
直
し
を
廹
っ
た
と
み
な
せ
よ
う
。
か
れ
が
、「
眞
似

此
不
足
以
立
德
而
通
變
、
不
知
其
衟
非
心
矣
、
而
惡
足
以
語
聖
人
之
立
、
故
精
一
之

學
、
由
之
大
敝
。）

　

論
語
の
當

箇
所
に
、
朱
熹
は
、「
與
に
立
つ
べ
し
と
は
、
志
操
を
篤
く
抱
い

て
そ
れ
に
固
執
し
變
わ
ら
な
い
こ
と
（
可
與
立
者
、
篤
志
固
執
而
不
變
也
）」、「
與
に

る
べ
し
」
の
「

」
と
は
「
物
事
を
は
か
り
に
か
け
、
そ
の
輕
重
を
見
定
め
る

衟
具
で
あ
る
（
所
以
稱
物
而
知
輕
重
者
也
）」
と
㊟
記
す
る
。
こ
の
理
解
を
、
南
野

は

物
一
體

に
も
と
づ
い
て
批

的
に
捉
え
直
し
、「
立
」
に
關
し
て
は
自
己

の
朙
德
を
確
立
さ
せ
つ
つ
も
自
己
滿
足
に
陷
ら
ず
、「

」
に
つ
い
て
は
多

な

事
案
を
臨
機
應
變
に
處
理
し
な
が
ら
も
狡
知
や
術
數
に
墮

し
な
い
在
り
方
だ
と

見
た
。
提
學
官
は
、「
立
」
と
「

」
と
を
實
現
す
る
な
か
で
、
個
私
的
な
限
定

性
も
、
ま
た
個
別
事
案
の
持
つ
固
定
性
を
も
超
越
す
る
。「
法
制
禁
令
之
外
」
に

も
超
出
可
能
な
融
通
無
礙
さ
を
、
か
か
る
提
學
官
は
實
現
す
る
わ
け
で
あ
る（
２
）。

　

さ
て
、
廣
西
に
到
着
し
た
王
宗
沐
は
、
早
速
、
現
地
の
敎
官
お
よ
び
學
生
に
對

し
全
五
條
に
わ
た
る
督
學
の
方
針
を
示
し
た
（
集
卷
二
七
「
廣
西
學
政
」）。
そ
の
第

二
條
は
聖
賢
の
學
問
を
主
題
と
す
る
文

で
あ
り
、
南
野
の
朞
待
に
對
す
る
か
れ

な
り
の
應
答
だ
と
み
な
せ
る
。
一
文
は
、「
心
體
」
す
な
わ
ち
「
心
」
の
本
質
は

元
來
「
天
理
」
に
他
な
ら
ず
、
後
天
的
に
「
私
欲
」
に
掩
わ
れ
る
が
、「
私
欲
を

克
服
す
れ
ば
、
心
體
（
の
は
た
ら
き
）
は
元
通
り
に
な
る
。
汚
れ
が
拭
き
取
ら
れ

れ
ば

が
（
元
通
り
に
）
か
が
や
く
よ
う
な
も
の
。
足
し
た
り
も
減
ら
し
た
り
も

す
る
こ
と
な
く
、
そ
う
し
て
こ
そ
朙
瞭
に
し
て
純
粹
な
ま
ま
、
一
切
の
變
化
が

そ
こ
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
（
己
私
克
去
、
心
體
復
還
、
如
垢
盡

朙
、
非
增
非
減
、
夫
然

後
烱
然
粹
然
、

變
攸
出
）」、
と
そ
の
絕
對
的
根
源
性
を
解
說
し
た
う
え
で
、「
そ

の
端
緖
を
深
夜
靜
謐
な
時
閒
に
察
知
す
れ
ば
な
ん
と
「
淸
朙
」、
そ
の
本
質
を
七

情
未
發
の
段
階
で
確
か
め
れ
ば
な
ん
と
「
中
平
」、
そ
の
個
別
的
な
あ
ら
わ
れ
を

親
に
事
え
目
上
の
者
に
遜
る
差
等
（
あ
る
場
面
）
で

察
す
れ
ば
な
ん
と
條
理
の



朙
朝
の
提
學
官
王
宗
沐
の
思
想
活
動
と
王
門
の
高
弟
た
ち

一
四
七

を
お
こ
な
う
）
こ
の
官

で
す
ら
も
、
や
は
り
空
い
た
時
閒
が
得
ら
れ
ず
、
心
に

よ
っ
て
事
象
を
照
ら
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
（
仕
事
が
）
煩

瑣
に
な
る
と
、
靜
謐
な

地
を
思
い
浮
か
べ
、
靜
謐
な

地
へ
の
思
い
が
浮
か
べ

ば
、
外
界
と
の
關
わ
り
を
厭
う
氣
持
ち
が
さ
ら
に
强
く
な
り
ま
す
。
病
弊
は
自
覺

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
結
局
は
强
制
的
に
（
そ
れ
を
除
去
）
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
す
（
此
地
衟
遠
員
缺
、
時
多

署
、
雖
此
官
亦
不
得
暇
、
未
能
以
心
照
事
、
纔
煩

輙
㊒
靜
想
、
靜
想
既
生
、
惡
外
之
心
益
甚
、
病
痛
自
覺
、
然
終
不
能
强
）」。
當
時
禮

尙

書
の
要

に
在
っ
た
南
野
は
、
か
か
る
弟
子
の
愁
訴
に
對
し
、
頂
門
の
一
鍼
に
も

喩
え
う
る
嚴
し
い
﨤
書
を
送
っ
た
（
南
野
文
集
卷
四
「
答
王
新
甫
督
學
」）。

　

そ
も
そ
も
自
覺
し
て
い
れ
ば
强
制
な
ど
必
要
な
い
。
强
制
で
き
な
い
の

は
自
覺
が
必
ず
し
も
眞
率
切
實
で
は
な
い
か
ら
だ
。
…
…
煩
雜
を
厭
う
病

弊
は
、
心
に
よ
っ
て
事
象
を
照
ら
そ
う
と
す
る
（
貴
君
の
こ
と
さ
ら
な
意

）

に
、
ま
ず
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
心
と
は
知
覺
が
實
際
に
働
い
た

狀
態
（
の
總
體
）
で
し
か
な
い
。
事
象
と
は
知
覺
が
働
く
と
い
う
そ
の
現
象

で
あ
り
、
照
ら
す
と
は
そ
の
働
い
て
い
る
場
面
の
知
覺
で
あ
っ
て
、（
こ
こ

に
）
內
外
や
動
靜
と
い
っ
た
區
別
な
ど
は
な
く
、
渾
然
一
體
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
心
に
よ
っ
て
事
象
を
照
ら
そ
う
と
す
れ
ば
、
內
外
動
靜
と
い
う
區
別

を
つ
け
る
こ
と
か
ら
迯
れ
ら
れ
ず
、
必
ず
や
次
の
よ
う
に
考
え
る
だ
ろ
う
。

靜
謐
で
は
な
い
か
ら
（
事
象
を
）
照
ら
せ
ず
、
時
閒
が
な
い
か
ら
靜
謐
で
は

あ
り
得
ず
、
仕
事
が
煩
雜
だ
か
ら
空
い
た
時
閒
が
得
ら
れ
な
い
、
と
。
か
く

し
て
愛
憎
取
捨
の
感
情
が
次
第
に
絡
み
合
っ
て
病
弊
が
發
生
す
る
。（
夫
自

覺
則
不
待
强
、
不
能
强
則
覺
未
必
眞
切
、
…
…
夫
厭
煩
殆
起
於
以
心
照
事
乎
、
夫
心

知
覺
運
動
而
已
、
事
者
知
覺
之
運
動
、
照
者
運
動
之
知
覺
、
無
內
外
動
靜
、
而
渾
然

一
體
者
也
、
以
心
照
事
、
則
未
免
㊒
內
外
動
靜
之
分
、
必
以
爲
非
靜
則
不
能
照
、
非

暇
則
不
能
靜
、
事
煩
則
不
得
暇
、
而
愛
憎
取
舍
、
轉
相
尋
爲
病
矣
。）

是
非
之
際
」
に
お
い
て
附
和
雷
同
す
る
人
び
と
を
覺
醒
さ
せ
る
べ
く
、
朱
子
大
全

の
節
略
本
を
編
纂
刊
行
し
た
こ
と
も
（
集
卷
一
「

朱
子
大
全
私
抄
序
」）、
そ
う
し

た
意

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
程
敏
政
（
號
篁
墩
、
一
四
四
六
︱
一
四
九
九
）
の
衟

一
編
や
陽
朙
の
朱
子
晚
年
定
論
を
、「
調
停
辯
說
之
書
」
に
す
ぎ
ず
「
結
局
は
そ

の
隱
さ
れ
た
も
の
を
す
べ
て
朙
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
（
終
不
能
盡
其
所

）」
と

批

し
、
そ
の
克
服
を
ね
ら
っ
て
編
ん
だ
の
が
、
こ
の
書
物
で
あ
る
（
集
卷
八
「
與

趙
大
洲
先
生
」
五
）。「
心
體
」
の
絕
對
的
根
源
性
に
對
す
る
信
賴
と
そ
れ
に
裏
付

け
ら
れ
た
懷
疑
精
神
と
が
、
廣
西
赴
任
當
初
に
お
け
る
王
宗
沐
の
思
想
の
基
盤
を

な
し
て
い
た
。
た
だ
し
そ
の
絕
對
性
の
認

に
お
い
て
透
徹
し
き
れ
て
い
な
い

分
が
存
す
る
こ
と
も
、
ま
た
お
そ
ら
く
は
事
實
で
あ
り
、
そ
れ
が
か
れ
の
煩
悶
の

原
因
と
も
な
っ
た
。

　

（
二
）
提
學
官
と
王
學
者
と
の
は
ざ
ま
で

　

張
位
撰
「

誌
銘
」
は
、
廣
西
提
學
官
と
し
て
の
王
宗
沐
の
業
績
に
つ
い
て
、

「
公
は
、
着
任
す
る
と
懇
切
丁
寧
に
敎
え
を
施
す
こ
と
、
家
族
に
對
す
る
の
と
同

で
あ
り
、
さ
ら
に
優
秀
な
學
生
を
選
び
、
書
院
を
整
備
し
た
う
え
で
、
そ
の
な

か
で
⻝
糧
を

給
し
、
經
書
の
師
匠
を
招
聘
し
て
か
れ
ら
を
敎
え
た
。
そ
の
た
め

科
擧
の
合
格
者
や
國
士
監
へ
の
推

者
が
、（
廣
西
で
は
）
始
め
て
數
多
く
出
現
し

た
（
公
至
則
諄
諄
誨
諭
、

家
人
然
、

擇
其
秀
者
、
治
書
院
、
廩
餼
其
中
、
檄
聘
經
師

敎
之
、
於
是
科
貢
人
才
、
始
彬
彬
輩
出
）」
と
讚
え
る
。
活
動
內
容
に
對
す
る
檢
證
は

割
愛
す
る
が
、
か
れ
が
既
存
の
規
則
に
こ
だ
わ
ら
ず

務
に
精

し
た
こ
と
は
想

像
が
つ
く
。
そ
れ
で
も
か
れ
は
、
督
學
活
動
と
自
己
實
現
の
た
め
の
思
想
的
營
爲

と
を
重
ね
ら
れ
ず
に

惱
し
た
。
そ
し
て
南
野
に
書

を
送
り
、
師
の
指
導
を
仰

い
だ
（
集
卷
八
「
諬
歐
陽
南
野
尊
師
」
二
）。「
こ
の
地
方
は
（
京
師
か
ら
）
衟
の
り
も

遠
く
官
員
も
缺
け
、
日
常
的
に
多
く
の
者
が

務
を

任
し
て
い
ま
す
。（
視
學
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が
ら
も
行
動
に
實
際
が
伴
わ
ず
、
繁
多
な
言

が
（
自
身
の
）
眞
（
心
）
を

亂
し
、
白
髮
頭
に
な
っ
て
も
眞
理
が
つ
か
め
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、（
民

と
儒
者
と
の
）
隔
た
り
を
「
已
む
を
得
ざ
る
の
心
」
に
よ
っ
て
秤
に
か
け

れ
ば
、
き
っ
と
儒
者
を

て
て
民

を
持
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
某
常
謂
、
鄕
里
細
民
、
不

一
字
、
而
愛
親

長
、
身
無
過
失
、
似
猶
得
爲
朴
實
之

徒
、
而
儒
者
號
稱
博
洽
、
行
無
實
效
、
多
言
亂
眞
、
白
首
無
歸
、
則
其
相
去
之
閒
、

以
不
得
已
之
心

之
、
將
㊒
必
去
此
而
取
彼
者
。）

　

王
宗
沐
は
そ
の
懷
疑
精
神
を
徹
底
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
世
閒
の
學
者
へ
の
絕

感
を
一
層
深
め
も
し
た
が
、
し
か
し
一
切
の
後
天
的
裝
餝
を
取
り
拂
っ
た
人
閒

の
眞
情
に
、
み
ず
か
ら
の
思
想
的
立
脚
點
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
。「
心
持
ち

が
眞
率
切
實
で
あ
れ
ば
、
擧
措
が
す
べ
て
閒
違
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
で
も
わ
た
し

は
信
用
す
る
。
閒
違
い
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
け
れ
ば
尙
更
だ
。
し
か
し
心
持
ち
が

邪
惡
で
欺
瞞
に

ち
て
い
れ
ば
、
行
動
が
す
べ
て
的
中
し
て
い
て
も
、
な
お
わ
た

し
は
唾

す
る
。
ま
っ
た
く
的
中
し
て
い
な
け
れ
ば
尙
更
だ
（
志
眞
意
切
、
雖

擧

差
、
吾
猶
信
之
也
、
而
況
其
不
至
於
差
乎
、
志
非
意
僞
、
雖

動

中
、
吾
猶

之
也
、

而
況
其
必
無
中
乎
）」
と
も
語
る
と
お
り
（
同
歬
「
與
趙
大
洲
先
生
」
二
）、
そ
の
立
脚

點
は
、
個
別
の
言
動
が
帶
び
る
既
存
の
價
値

斷
を
突
き
破
り
、
彼
我
の
信
賴
關

係
を
改
め
て
問
い
直
す
根
據
で
も
あ
っ
た
。
か
か
る
根
據
が
生
み
出
す
人
閒
關
係

に
、
か
れ
は
一
體
狀
態
實
現
へ
の
希

を
抱
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

三
年
の
任
朞
が
過
ぎ
た
嘉
靖
三
二
年
の
歬
半
、
か
れ
は
南
野
に
對
し
、
自
身
の

官
業
を
總
括
す
る
書

を
送
っ
た
（
同
歬
「
諬
歐
陽
南
野
尊
師
」
三
）。「（
督
學
時
に

お
け
る
）
や
か
ま
し
い
說
敎
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
口
に
任
せ
て
唱
え
る
ば
か
り

で
、
親
身
な
實
踐
に
根
ざ
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
故
、
結
局
、
人
び
と
を
感

化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
慚
愧
す
る
每
日
で
あ
り
、
師
門
の
敎
え
に
深
く
背

い
た
（
雖
嘵
嘵
之
聲
、
皆
騰
口
說
、
非
本
躬
行
、
故
終
無
以
感
于
士
子
、
日
慚
且
愧
、
深

　

靜
謐
な

地
を
虛
空
に
求
め
る
が
故
に
、
そ
の
反
動
と
し
て
煩
瑣
な
現
實
と
い

う
妄
想
を
抱
く
の
だ
、
と
南
野
は
言
う
。
靜
謐
な

地
を

む
迯
避
願

が
內
面

に
わ
だ
か
ま
り
、
對
象
へ
の
自
在
な
對
應
が
で
き
ず
、
た
だ
自
身
の
妄
想
を
物
象

化
さ
せ
そ
れ
を
現
實
に
投
影
す
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
續
く
王
宗
沐
の
質
問

は
、
こ
の
心
は
天
地
上
下
と

れ
を
同
じ
く
す
る
と
か
、
要
は
そ
の
心
を
盡
く
す

だ
け
で
あ
る
と
い
っ
た
、
一
體
狀
態
の
人
閒
本
性
に
關
す
る
理
解
で
あ
り
、
そ

れ
は
南
野
が
か
れ
に
諭
し
た
內
容
に
等
し
い
。
南
野
は
當
然
、「
誠
に
然
り
」
と

か
「
此
の
論
は
極
め
て
精
當
」
と
回
答
す
る
も
の
の
、
こ
の
評
價
は
、
王
宗
沐
の

知
的
理
解
に
對
す
る
承
認
で
あ
ろ
う
。
王
宗
沐
は
、
書

の
末
尾
に
、「
官
僚
活

動
に
お
い
て
は
、
元
來
、
他
者
を
感
化
す
る
こ
と
な
ど
本
當
に
で
き
る
わ
け
は

な
く
、（
自
己
の
）
感
覺
に
身
を
委
ね
て
は
徃
々
に
し
て
（
物
事
が
）
ぎ
く
し
ゃ
く

し
、
甚
だ
し
い
時
に
は
、
實
行
し
た
あ
と
に
反
省
し
、
時
閒
の
經
過
と
と
も
に

恥
ず
か
し
さ
を
覺
え
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
宦
中
原
自
誠
未
能
動
物
、
任
性

徃
徃
枘
鑿
、
甚
至
㊒
已
行
而
思
之
久
而
自
慚
者
）」
と
加
え
た
。
そ
れ
に
對
し
南
野
は

「
自
己
省
察
の
周
到
さ
を
知
る
う
え
で
十
分
だ
（
足
見
體
察
之
審
）」
と
受
け
入
れ

つ
つ
も
、「
お
よ
そ
事
柄
が
齟
齬
し
た
り
ぎ
く
し
ゃ
く
す
る
の
は
、
或
い
は
ま
だ

一
念
ご
と
に
自
身
の
良
知
を
發
揮
し
て
い
な
い
か
ら
だ
（
凢
牴
牾
枘
鑿
者
、
或
未
嘗

念
念
致
其
良
知
者
也
）」
と
叱
責
し
た
。

　

彼
我
の
一
體
性
に
關
す
る
體
認
の
甘
さ
が
、
實
踐
上
の
齟
齬
を
生
み
出
す
原
因

で
あ
っ
た
。
か
れ
は
ま
だ
南
野
の
督
學

を
吸

し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。
か
く

し
て
一
旦
は
昏
迷
の
淵
に
迷
い
込
み
、
し
か
し
や
が
て
、
ひ
と
つ
の
人
閒

を
紡

ぎ
出
す
に
至
る
の
で
あ
る
（
集
卷
八
「
與

白
石
太
守
」）。

　

わ
た
し
は
い
つ
も
こ
う
思
う
。
村
里
の
民

は
一
文
字
も
知
ら
な
い
の

に
、
親
を
愛
し
年
長
者
を

い
、
そ
の
身
に
過
失
の
な
い
こ
と
、
ま
ず
は
た

し
か
に
、
朴
實
な
人
閒
と
な
り
得
て
い
る
。
だ
が
儒
者
は
博
學
と
稱
さ
れ
な
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か
の
は
た
ら
き
で
な
い
も
の
は
な
い
。
故
に
心
を
亂
し
精
神
を
病
む
者
に
は

ま
こ
と
に

み
は
な
い
が
、
ど
う
し
て
、
學
問
に
そ
の
力
を
そ
そ
ぐ
者
が
、

た
だ
、
こ
の
講
學
に
從
事
し
て
（
て
自
足
し
）
か
の
擧
業
に
（
心
の
光
朙
を
）

當
て
な
い
で
濟
ま
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。（
夫
擧
業
安
所
從
、
出
生
於
心
者
也
、

今
之
講
學
者
安
所
事
、
事
其
心
也
、
心
之
光
朙
照
徹
、
非
但
於
彝
倫
敍
秩
之
閒

貫

攝
、
而
雖
如
揚
眉
瞬
目
之
近
、
擔
柴
運
米
之
俗
、

非
此
中
之
運
用
也
。
故
所
患

於
憒
憒
病
狂
者
、
則
固
無

焉
矣
、
而
豈
㊒
從
事
於
學
者
、
顧
㊒
能
及
於
此
而
不
照

於
彼
者
乎
。）

　

こ
こ
で
は
人
閒
の
「
心
」
が
、
日
常
生
活
の
細

や
卑
近
な
生
產
活
動
に
ま
で

も
行
き
渡
る
全
體
的
な
は
た
ら
き
と
し
て

寫
さ
れ
る
。
王
宗
沐
は
、
人
閒
の
根

源
的
眞
情
の
內
容
を
、
具
體
的
に
し
て
か
つ
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
認

し
得
て

い
た
。
江
西
の
省
會
南
昌
に
お
い
て
講
學
を
お
こ
な
う
裘
衍
（
號
魯
江
、
南
昌
新
建

人
、
正
德
一
一
年
擧
人
）
に
對
す
る
書

で
も
、「
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
保
㊒
す
る
の

が
衟
の
す
が
た
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
を
包
含
す
る
の
が
心
の
す
が
た
だ
（
無

物
不
㊒
者
、
衟
之
體
也
、
無
物
不
包
涵
者
、
心
之
體
也
）」
と
述
べ
て
い
る
（
集
卷
八

「
與
裘
魯
江
」
二
）。
そ
も
そ
も
魯
江
は
、「
森
羅

象
は
み
な
太
陽
の
か
が
や
き
が

作
り
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
十
方
の
國
土
は
ど
れ
も
が
本
體
の
あ
ら
わ
れ
だ
（
天

下
之

象
、
皆
日
光
所
成
、
而
十
方
之
國
土
、
皆
本
體
所
現
）」
と
語
っ
て
い
た
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
格
物
の
格
を
「
去
」
と
解
し
て
も
お
り
、
か
か
る
解
釋
に
對
し
、

王
宗
沐
は
、「
天
下
の
事
物
に
自
己
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
が
も
は
や
な
い
以
上
、

さ
ら
に
な
ぜ
、
格
去
し
て
は
じ
め
て
（
心
體
が
）
顯
現
す
る
と
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
す
か
（
自
於
天
下
之
物
無
復
㊒
礙
我
者
、

何
須
格
去
而
後
爲
得
乎
）」
と
述

べ
、
魯
江
の
矛
盾
を

し
た
の
で
あ
る
。

　

江
西
に
赴
任
し
た
當
初
、
か
れ
は
ま
だ
「
所
謂
る
不
息
の
體
」
の
意
義
に
目
覺

め
て
は
い
な
い
。
こ
の
「
體
」
に
か
れ
が
「
近
ご
ろ
始
め
て
」
納
得
し
た
と
記
し

負
師
門
）」。
南
野
の
朞
待
に
應
じ
き
れ
な
い
自
分
へ
の

立
ち
が
、
時
に
は
說
敎

の
怒
聲
と
化
す
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
反
省
を
現
場
に
還
元
す

る
時
閒
的
餘
裕
は
な
く
、
嘉
靖
三
三
年
夏
、
か
れ
は
廣
東
參
議
に
轉
じ
、
一
方
、

南
野
は
、
同
年
三
⺼
、
北
京
で
急
逝
し
た
。
廣
東
に
は
、
先
の
江
西
提
學
官
で
あ

っ
た
胡
汝
霖
が
同
じ
く
提
學
官
と
し
て
遷
っ
て
い
た
。
つ
い
で
か
れ
が
江
西
參
政

と
し
て

動
す
る
に
際
し
、
王
宗
沐
は
、
當
地
の
「
士
習
」
を
輝
か
せ
た
胡
汝
霖

の
活
動
は
、「
時
に
拘
わ
ら
ず
、
法
に
恃も
た

れ
ず
」
と
い
う
「
賢
者
」
の
そ
れ
だ
と

稱
え
た
（
集
卷
四
「
贈
靑
崖
胡
先
生
序
」）。
南
野
の
督
學

が
具
體
化
さ
れ
る
現
場

に
、
か
れ
は
際
會
し
て
い
た
。
人
事

動
に
關
す
る
當
時
の
慣
例
か
ら
推
し
て
、

再
度
の
提
學
官
拜
命
は
十
分
豫
想
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
挽
回
の
機
會
は
時
を
置
か

ず
到
來
し
た
。

三
、
江
西
提
學
官
時
代

　

（
一
）「
不
息
」
へ
の
覺
醒

　

嘉
靖
三
五
年
四
⺼
、
王
宗
沐
は
江
西
に
赴
く
と
、
廣
西
同

、
活
動
の
基
本
方

針
を
文
書
に
し
て
宣
布
し
た
（
集
卷
二
八
「
江
西
學
政
」）。
そ
の
「
計
開
」
第
二
條

に
お
い
て
、
か
れ
は
「
擧
業
と
講
學
と
を
合
わ
せ
て
一
原
と
爲
す
」
立
場
か
ら
原

理
的
な
說
朙
を
お
こ
な
い
、
科
擧
受
驗
に
否
定
的
な
學
生
に
對
し
そ
の
飜
心
を
廹

っ
た
。

　

そ
も
そ
も
擧
業
は
ど
こ
か
ら
發
生
し
た
の
か
。
心
か
ら
生
ま
れ
た
は
ず

だ
。
い
ま
講
學
を
お
こ
な
う
者
は
ど
こ
に
實
踐
の
對
象
が
あ
る
の
か
。
そ
の

心
を
（
實
踐
の
對
象
と
し
て
）
お
さ
め
る
は
ず
だ
。
心
の
光
朙
は
す
み
ず
み
ま

で
を
も
照
ら
し
出
す
。
た
だ
人
倫
秩
序
の
諸
關
係
に
お
い
て
の
み
、
行
き
渡

り
そ
れ
を
取
り
纏
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
眉
を
揚
げ
目
を
ま
ば
た
か
せ
る
卑

近
な
動
作
、

や
米
を
運
ぶ
鄙
俗
な
行
爲
で
す
ら
も
、
こ
の
（
光
朙
の
）
な
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い
る
（
集
卷
一
〇
「
與
錢
緖
山
先
生（
３
）」）。
そ
し
て
同
書
の
刊
行
後
に
記
し
た
序
文
の

な
か
で
、「
不
息
の
體
」
を
孔
門
の
仁
や
陽
朙
の
良
知
に
比
定
し
つ
つ
、
そ
の
は

た
ら
き
が
時
空
を
超
え
る
こ
と
を
、「
心
、
不
息
な
れ
ば
則
ち

古
も
一
日
の
如

く
、
心
、
不
息
な
れ
ば
則
ち

人
も
一
人
の
如
し
」、
と
述
べ
て
こ
の
槪
念
の
思

想
的
重
要
性
を
確
認
し
、
さ
ら
に
「
陽
朙
先
生
は
、（
衟

が
）
ほ
と
ん
ど
斷
絕
し

た
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
は
た
ら
き
を
活
用
し
つ
つ
（
か
か
る
眞
理
を
）
を
提
唱

さ
れ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、（
眞
理
が
）
す
で
に
朙
白
に
な
っ
た
時
朞
に
、
そ
の
は

た
ら
き
に
依
據
し
て
（
眞
理
を
）
繼
承
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
先
生
能
用
是
倡
之

於
幾
絕
、
吾
人
不
能
緣
是
承
之
於
已
朙
）」
と
の
言

を
加
え
、
後
學
と
し
て
の
責
任

感
を
表
朙
し
た
。「
不
息
の
體
」
に
對
す
る
絕
對
的
歸
依
の
宣
言
で
あ
る
。
王
宗

沐
の
思
想
的
覺
醒
は
、
傳
習
錄
や
南
野
文
集
の
編
纂
時
に
遂
行
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

そ
れ
ら
の
丁
寧
な
讀
書
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
と
推
察
す
る
。

　

克
廉
は
、
嘉
靖
三
五
年
後
半
、
京
官
に
轉
ず
る
と
江
西
の
官
員
を
推
擧
す

る
上
奏
文
を
提
出
し
た
（
國
會
圖
書
館

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
可
泉
先
生
文
集
卷
八

「
題

擧
賢
能
方
面
官
員

」）。
そ
こ
に
は
、
王
宗
沐
の
業
績
を
評
價
し
て
、「（
か

れ
が
）
親
身
に
な
っ
て
生
徒
を
敎
導
す
る
の
で
（
生
徒
は
）
奮
い
立
ち
（
良
い
方
向

へ
と
）
大
い
に
變
わ
っ
た
（
由
身
心
以
率
生
徒
、
故
勃
然
而
丕
變
）」
と
述
べ
、「
學
校

行
政
が
い
ま
や
刷
新
さ
れ
、
士
人
の
氣
持
ち
は
よ
う
や
く
正
し
い
方
を
向
い
た
ば

か
り
で
あ
る
か
ら
、（
か
れ
に
）
長
く
任
せ
て
學
政
の
成
就
を
待
ち
た
い
（
學
政
方

新
、
士
心
初
向
所
宜
、
久
任
以
俟
其
成
者
也
）」
と
の
要
請
を
記
し
た
一
段
が
あ
る
。

克
廉
こ
の
要
請
は
、
お
そ
ら
く
王
宗
沐
の
希

で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
か
れ

は
、
修
學
環

の
整
備
に
專
念
し
つ
つ
學
生
の
成
長
を
穩
や
か
に
見
守
っ
て
い

た
。
た
と
え
ば
、
敎
官
や
學
生
に
對
す
る
赴
任
當
初
の
布
吿
に
お
い
て
、
人
閒
の

本
性
を
寶
の

に
喩
え
、
書
籍
を
そ
の
寶
の
リ
ス
ト
と
見
立
て
つ
つ
、「
珠
玉
」

そ
れ
自
體
は
書
籍
に
は
な
い
が
「
然
れ
ど
も
未
だ
以
て
籍
を
舍
て
て
能
く
寶
の

た
の
は
、
上
述
の
と
お
り
嘉
靖
三
六
年
執
筆
の
、
聶
雙
江
宛
書

に
お
い
て
で
あ

る
（
集
卷
一
〇
所

）。
書

に
は
、
自
身
の
理
解
を
め
ぐ
り
「
以
歬
、
念

先
生

に
質
問
し
、
大
い
に
意
見
の
一
致
を
見
た
（
嘗
以
是
質
之
念

先
生
、
頗
亦
相
合
）」

と
の
言
及
が
あ
る
。
當
時
、
羅
念

は
故
鄕
の
江
西
吉
水
に
石

洞
を
開
き
、

實
し
た
思
索
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
そ
の
念

に
對
し
て
王
宗
沐
は
赴
任
の

年
に
書

を
送
り
、
翌
年
の
「
春
杪
」
つ
ま
り
三
⺼
に
は
拜
謁
で
き
る
だ
ろ
う
と

吿
げ
（
集
卷
九
「
與
羅
念
庵
先
生
」）、
そ
れ
を
實
現
さ
せ
た
。
こ
の
面
談
に
至
る
ま

で
の
閒
に
、
か
れ
は
思
想
的
飛
躍
に
結
び
つ
く
何
ら
か
の
手
掛
か
り
を
得
て
、
そ

の
認

を
變
化
さ
せ
た
と
推
測
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
傳
習
錄
下
卷
に
は
、
中
庸
の
博
學
と
篤
行
と
を
念
頭
に
置
い
た
、

「
如
何
な
る
時
も
、
こ
の
天
理
を
（
自
他
の
關
わ
る
場
に
）
保
持
す
る
こ
と
を
學

び
、
私
慾
に
よ
る
斷
絕
が
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
こ
の
心
が
不
息
で
あ
る

場
面
だ
（
常
常
學
存
此
天
理
、
更
無
私
欲
閒
斷
、
此

是
此
心
不
息
處
）」
と
の
一
條
が

あ
り
、
ま
た
歐
陽
南
野
は
「
私
意
が
根
こ
そ
ぎ
放

さ
れ
た
な
ら
ば
、
良
心
は
行

き
渡
っ
て
不
息
だ
（
私
意
一
齊
放
下
、
則
良
心

行
不
息
矣
）」
と
語
っ
て
い
た
（
南

野
文
集
卷
一
「
答
問
五
條
」）。
王
宗
沐
は
、
こ
れ
ら
馴
染
み
と
も
思
わ
れ
る
言

に

對
し
、
書
物
の
な
か
で
再
會
す
る
機
會
を
得
た
。
右
布
政
使

克
廉
（
號
可
泉
、

福
建
晉
江
人
、
嘉
靖
八
年
進
士
）
の
指
示
の
も
と
、
提
學
官
と
し
て
南
野
文
集
の
校

正
雕
板
を
監
督
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
作
業
が
一
段

し
た
嘉
靖
三
五
年

七
⺼
に
序
文
を
執
筆
、
翌
年
三
⺼
に
作
業
を
完
了
さ
せ
、
新
刊
の
文
集
を
南
昌
府

學
に
置
い
た
（
南
野
文
集
卷
首
所

序
）。
そ
れ
と
平
行
し
て
布
政
・
按
察
の
兩
使

に
對
し
傳
習
錄
の
梓
行
を
要
請
、
そ
の
「
續
本
を
合
わ
せ
て
凢
そ
十
一
卷
」
を
、

や
は
り
官
學
に
配
架
し
た
（
集
卷
一
「

傳
習
錄
序
」）。
事
業
の
途
上
で
あ
る
嘉

靖
三
五
年
冬
、
浙
江
在
住
の
錢
德
洪
（
號
緖
山
）
に
對
し
「
雕
板
は
終
え
ま
し
た

が
、
誤
字
は
ま
だ
見
分
け
て
い
ま
せ
ん
（
就
梓
已
完
、
譌
誤
未
別
）」
と
吿
げ
て
も



朙
朝
の
提
學
官
王
宗
沐
の
思
想
活
動
と
王
門
の
高
弟
た
ち

一
五
一

た
、
と
は
み
な
せ
そ
う
で
あ
る
。

　

（
二
）「
不
息
」
と
「
無
欲
」

　

嘉
靖
三
六
年
春
、
王
宗
沐
は
吉
安
府
一
帶
に
お
け
る
視
學
の
合
閒
を
縫
い
、
羅

念

を
石

洞
に
訪
問
し
た
。
そ
し
て
垂
虹
巖
に
坐
を
得
る
と
、
早
速
「
不
息
の

眞
體
」
に
關
す
る
見
解
を
語
っ
た
（
陽
朙
後
學
文
獻
叢
書
羅
洪
先
集
卷
一
六
「
垂
虹
巖

說
靜
」）。

　

自
分
は
「
不
息
」
な
る
ま
こ
と
の
本
體
に
つ
い
て
會
得
し
た
も
の
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
天
地
が

物
を
生
み
、
日
⺼
が
天
空
を
め
ぐ
る
の
も
、
こ
の

本
體
を
離
れ
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
人
閒
の
營
み
で
あ
れ
ば
尙
更
だ
。
春
の

れ
に
、

物
が
廣
々
と
繁

す
る
の
を
見
る
。
誰
が
そ
れ
を
主
宰
す
る
の

か
は
知
ら
な
い
が
、
ま
さ
に
そ
れ
（
が
こ
の
本
體
）
で
あ
ろ
う
。（
北
宋
の
）

程
朙
衟
は
そ
れ
が
わ
か
り
、「

仁
」
と
名
づ
け
た
。
仁
を

る
と
は
、
こ

の
「
不
息
」
な
る
も
の
を

る
こ
と
で
あ
り
、
わ
た
し
が
時
に
語
り
時
に
默

り
、
時
に
行
動
を
起
こ
し
た
り
止
め
た
り
す
る
の
も
、
こ
と
さ
ら
な
努
力
を

用
い
な
い
。
そ
も
そ
も
主
宰
す
る
者
な
ど
存
在
し
な
い
の
だ
。（
吾
㊒
見
於
不

息
之
眞
體
矣
、
夫
天
地
之
化
生
、
日
⺼
之
運
行
、
不
能
外
是
體
也
、
而
況
於
人
乎
、

吾

於

春
、

物
熙
熙
、
以
繁
以

、
而

知
爲
之
、
其
殆
庶
幾
乎
、
朙
衟
得
之
、

名
爲

仁
、

仁
者
、

此
不
息
者
也
、
吾
時
而
言
、
吾
時
而
嘿
、
吾
時
而
作
止
進

退
、
無
所
庸
力
也
、
其
㊒
主
之
者
乎
。）

　

日
常
的
營
爲
を
含
む
森
羅

象
が
「
不
息
」
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
主
宰
す
る
別
の
實
體
な
ど
存
在
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
念

は
、
そ
の
見
解
の
當
否
に
は
觸
れ
ず
「
其
の
功
を
息や

め
ざ
る
の
み
」、
つ
ま
り

實
踐
あ
る
の
み
と
﨤
し
た
。
そ
こ
で
王
宗
沐
は
、
念

の
「
歸
靜
」
說
に
つ
い

て
、
一
體
ど
こ
に
「
歸
」
す
る
の
か
、「
歸
」
す
る
主
體
と
「
歸
」
せ
ら
れ
る
對

を
知
る
者
あ
ら
ざ
る
也
」
と
說
き
、
讀
書
を

め
た
（
集
卷
二
八
「
江
西
學
政
」）。

朙
朝
は
、
成
化
三
年
（
一
四
六
七
）、
督
學
制
度
の
徹
底
を
は
か
る
べ
く
、
學
生
の

德
行
、
文

、
治
事
に
つ
い
て
優
劣
長
短
を
定
朞
的
に
記
錄
す
る
帳
簿
を
置
く
よ

う
指
令
を
出
し
て
い
た
（
朙
會
典
卷
七
六
「
府
州
縣
儒
學
」）。
か
れ
も
同
じ
布
吿
に

お
い
て
帳
簿
の
設
置
と
そ
の
「
至
公
」
な
る
扱
い
と
を
命
じ
た
ほ
か
、
さ
ら
に
、

學
生
各
自
に
は
「
同
志
を
擇
び
て
會
を
爲
り
」、「
眞
に
家
人
父
子
の
如
く
」
少
人

數
の
集
團
で
切
磋
琢
磨
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
視
學
の
際
に
は
各
會
の
「
夫
の

勉
の
狀
を
審
」
ら
か
に
し
て
賞
罰
を
加
え
る
つ
も
り
だ
、
と
も
訓
吿
し
た
。
こ
の

自
主
的
な
勉
强
會
を
、
學
生
に
よ
る
讀
書
、
講
習
の
場
と
位
置
づ
け
た
わ
け
で
あ

る
。

　

廣
西
時
代
と
は
對
照
的
な

ち
着
き
方
で
あ
る
。
無
論
、
學
生
や
敎
官
の
現
狀

に
對
す
る
批

意

は
こ
の
時
朞
も
保
た
れ
て
い
る
。
た
だ
し
江
西
に
遷
る
以
歬

の
自
己
反
省
か
ら
う
か
が
え
る
と
お
り
、
も
は
や
か
れ
は
、
そ
の
批

意

に
搦

め
取
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
先
人
の
書
物
を
文
字
ど
お
り
一
字

每
、
丁
寧
に
讀
み
、
一
方
、
學
生
に
對
し
て
は
そ
の
自
立
を
俟
っ
た
。「
不
息
の

體
」
の
基
本
的
內
容
は
、
具
體
的
で
普
遍
的
な
本
體
と
い
う
か
れ
が
江
西
着
任
時

に
示
し
た
「
心
體
」
の
そ
れ
と

な
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
そ
の
「
心
」
の
位

置
に
、
持
續
的
で
生
き
生
き
と
し
た
狀
態
を
表
現
す
る
「
不
息
」
語
が
代
わ
っ
て

入
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。「
心
」
を
「
不
息
」
の
狀
態
で
具
體
化
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
う
し
た
「
心
」
を
も
忘
れ
、「
不
息
」
そ
れ
自
體
と
し
て
在
る
こ
と

を
、
か
れ
は
最
終
的
に
目
指
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
嘉
靖
三
五
年
末
の
時
點
に

お
い
て
、
か
れ
は
ま
だ
そ
の
地
平
に
ま
で
は
た
ど
り
着
い
て
い
な
い
。「
心
」
が

「
不
息
」
だ
と
い
う
主
述
の
構
造
、
存
在
把
握
の

式
に
ま
だ
變
化
は
見
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
こ
の
時
朞
の
か
れ
の
督
學
活
動
は
、
そ
の
主
語
と
し
て

の
「
心
」
を
、
周
圍
の
環

の
な
か
に
溶
解
さ
せ
得
る
靜
謐
な
傾
向
を
帶
び
て
い



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

一
五
二

と
再
び
﨤
し
た
。「
悚
然
」
と
し
た
王
宗
沐
は
「
翌
年
、
實
踐
の
成
果
を

定
し

て
欲
し
い
（
朞
以
來
年
課
其
績
）」、
と
懇
願
し
た
。

　
「
不
息
」
の
現
場
で
は
主
客
動
靜
が
一
體
化
し
て
い
る
は
ず
だ
。
だ
が
王
宗
沐

は
、
念

の
說
朙
を
聽
き
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
の
理
解
の
偏
向
性
に
氣
が
つ
い

た
。
動
靜
二
項
を
對
立
さ
せ
、
か
つ
「
靜
」
的

涯
に
價
値
を
見
出
す
意

が
、

そ
の
內
面
に
伏
在
し
て
い
た
。
學
生
の
成
長
を
俟
つ
督
學
時
の
姿
勢
が
、
現
實
に

對
す
る

照
的
傾
向
を
釀
成
し
、
そ
の
「
不
息
」
槪
念
に
靜
的
色
調
を
纏
い
付
か

せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
靜
的
色
調
が
、
實
踐
に
お
い
て
は
「
心
」
と
し

て
實
體
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
王
宗
沐
は
、
か
く
し
て
意
圖
的
に
、
そ
の
實
體
化
傾

向
か
ら
の
脫
却
を
は
か
っ
た
。
念

に
對
す
る
次
の
書

の
文
言
か
ら
は
、
そ
う

し
た
覺
悟
と
と
も
に
、
そ
れ
故
に
湧
き
起
こ
る
か
れ
の
惱
み
が
う
か
が
え
る
。

「
近
ご
ろ
實
踐
の
勘
所
は
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
本
體
と
し
て
自
在
で
あ
り
、
不

息
で
あ
っ
て
元
來
そ
う
で
あ
る
在
り
方
が
、
徃
徃
に
し
て
（
我
が
身
に
）

斂
し

な
い
場
面
が
あ
り
ま
す
（
邇
來
稍
知
緩
急
、
而
本
體
自
在
、
不
息
本
然
、
徃
徃
㊒
不
湊

合
處
）」（
集
卷
九
「
與
羅
念

先
生
二
」）。

　

念

は
こ
の
省
察
の
正
直
さ
を
認
め
、
ま
た
督
學
活
動
と
い
う
「
冗
中
」
と
自

身
の
在
る
「
靜
處
」
と
で
は
、「
努
力
の
仕
方
に
お
の
ず
か
ら
難
易
の
相
違
が
あ

り
、
貴
兄
が
兢
兢
と
し
て
恐
れ
る
の
も
當
然
だ
（
力
自
㊒
難
易
不
同
、
宜
執
事
之
兢

兢
也
）」
と
も
讓
步
し
た
（
羅
洪
先
集
卷
八
「
答
王

所　

丁
巳
」）。
そ
の
う
え
で
自

分
も
か
つ
て
視
聽
言
動
の
對
象
に
引
き
摺
ら
れ
た
こ
と
を
、「
そ
も
そ
も
思
惟
や

視
聽
は
（
日
常
に
お
い
て
）
當
然
な
く
せ
な
い
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
追
隨
す
る
か

否
か
、
そ
の
關
鍵
は
、（
そ
れ
ら
が
發
す
る
）
一
瞬
の

妙
な
と
こ
ろ
に
存
す
る
。

思
惟
や
視
聽
に
委
ね
れ
ば
（
み
ず
か
ら
の
意

が
）
外
界
に
走
り
去
っ
て
し
ま
う

し
、
そ
れ
ら
を
縛
り
つ
け
れ
ば
生
命
活
動
を
撓
め
て
し
ま
う
（
夫
思
與
視
聽
既
不
可

少
、
而
逐
與
不
逐
、
其
機
常
存
乎
倐
忽

妙
之
閒
、
任
之
則
成
馳
騖
、
執
之
則
拂
生
理
）」

象
と
が
實
踐
者
の
內

で
分
裂
し
て
は
い
ま
い
か
と
質
問
し
た
。
念

は
こ
う
應

え
た
。

　

君
に
聞
こ
え
る
の
は
私
の
言

だ
。
だ
が
こ
の
言

を
發
生
さ
せ
る
根
源

は
、
君
に
は
聞
こ
え
な
い
。
し
か
し
、
た
だ
君
が
聞
こ
え
な
い
だ
け
で
は
な

い
。
私
も
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
さ
に
、（
感
覺
を
超
え
た
絕
對
の
）
至

靜
が
主
宰
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
で
も
「
歸
靜
」
と
斷
言
す

る
の
は
何
故
か
。
昨
今
の
發
言
者
が
、
必
ず
、
そ
の
發
言
と
と
も
に
（
意

を
外

に
）
走
ら
せ
る
か
ら
だ
。（
意

が
外

に
）
走
れ
ば
（
そ
う
し
た
意

の
主
體
は
絕
對
的
）
主
人
公
か
ら
分
離
す
る
。
主
人
公
か
ら
分
離
す
れ
ば
、

（
そ
の
分
節
さ
れ
た
主
體
は
、
意

が
外

に
）
引
き
摺
ら
れ
（
る
原
因
と
な
っ
）

た
そ
の
對
象
を
追
い
か
け
る
。（
君
可
聞
者
、
吾
之
言
也
、
所
從
出
此
言
者
、
君

不
得
而
聞
也
、
雖
然
、
豈
惟
君
不
得
聞
、
吾
亦
不
得
而
聞
之
、

非
至
靜
爲
之
主
乎
、

然
而
必
云
歸
靜
者
、
何
也
、
今
之
言
者
、
必
與
言
馳
、
馳
則
離
其
主
矣
、
離
其
主
、

則
逐
乎
所
引
之
物
。）

　
「
歸
」
す
る
べ
き
根
源
と
し
て
の
「
至
靜
」
と
は
、
一
切
の
感
覺
を
超
え
た
絕

對
者
で
あ
る
。
一
方
、
發
言
者
の
言

は
、
そ
の
絕
對
者
の
自
己
限
定
と
し
て
現

象
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
だ
が
發
言
者
は
、
み
な
そ
の
由
來
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
限

定
的
事
象
に
す
ぎ
な
い
自
身
の
言

を
自
己
の
主
體
で
あ
る
か
の
如
く
錯
覺
し
、

さ
ら
に
は
、
內
面
に
分
節
さ
せ
た
そ
の
主
體
ご
と
外
界
の
事
象
を
追
い
か
け
る
。

念

は
、
か
か
る
自
己
分
裂
が
發
生
す
る
そ
の
端
緖
へ
の
喚
起
を
促
す
べ
く
、

「
靜
」
へ
の
回
歸
を
說
い
た
。
說
朙
を
聽
い
て
王
宗
沐
は
、「
歸
靜
」
說
に
は
當

初
疑
念
を
抱
い
て
い
た
が
、「
今
よ
う
や
く
に
し
て
、
私
の
所
謂
る
不
息
な
る
者

が
、（
動
靜
）
相
對
の
靜
と
し
て
語
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
今
而
後

知

吾
所
謂
不
息
者
、
而
非
以
對
待
之
靜
言
之
也
）」
と
感
謝
し
た
。
そ
し
て
石

洞

を
辭
す
る
閒
際
に
ま
た
敎
え
を
請
う
と
、
念

は
「
其
の
功
を
息
め
ざ
る
の
み
」



朙
朝
の
提
學
官
王
宗
沐
の
思
想
活
動
と
王
門
の
高
弟
た
ち

一
五
三

の
の
、
雙
江
の
方
が
、
念

に
較
べ
て
よ
り
「
寂
」
に
偏
す
る
傾
向
を
持
つ
と
さ

れ
る（
４
）。
王
宗
沐
と
の
個
別
の
議
論
か
ら
も
う
か
が
え
る
傾
向
で
あ
る
。
か
れ
ら
三

者
の
議
論
は
、
自
他
主
客
の
融
解
し
た
絕
對
者
の
顯
現
を
阻
害
す
る
要
因
が
、
意

活
動
の
如
何
な
る
段
階
で
生
じ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
發
生
を
ど
の
よ
う
な
方
法

で
防
遏
す
る
か
、
と
い
う
話
柄
と
し
て
括
り
得
る
。
念

は
、
個
別
的
知
覺
へ
の

習
慣
的
な
執
着
心
が
主
客
の
分
別
を
生
み
、
絕
對
者
か
ら
の
脫
離
を
引
き
起
こ
す

と
捉
え
、
雙
江
は
、
知
覺
そ
れ
自
體
を
絕
對
者
か
ら
の
分
斷
と
見
た
。
そ
し
て
王

宗
沐
は
、
念

の
見
解
に
與
し
な
が
ら
も
、
そ
の
「
不
息
」
認

を
督
學
の
現
場

に
お
い
て
磨
き
上
げ
る
こ
と
の
困
難
さ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
た
。
雙
江
の
叱
責
も

ま
た
そ
の
心
に
响
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

鄧
以
讚
撰
述
の
「
行
狀
」
は
、
江
西
時
代
の
王
宗
沐
が
「
つ
ね
に
學
生
の
た
め

に
格
物
致
知
に
つ
い
て
論
じ
、
物
は
欲
と
訓
ず
る
べ
き
だ
、
何
故
な
ら
ば
（
良
）

知
は
欲
に
よ
っ
て

わ
れ
る
の
で
あ
り
、
欲
を
除
去
す
れ
ば
た
だ
ち
に
知
は
完
全

だ
と
語
っ
た
（
嘗
爲
諸
生
論
格
致
、
謂
物
合
訓
欲
、

知
因
欲

、
去
欲

知
至
矣
）」

と
記
錄
す
る
。
鄧
以
讚
は
こ
の
格
物
無
欲
說
を
「
陽
朙
（
の
學
說
の
闡
朙
）
に
功

績
の
あ
る
こ
と
些
少
で
は
な
い
（
㊒
功
姚
江
不
小
）」
と
評
價
す
る
が
、
逆
に
王
龍

溪
は
、「
自
己
抑
制
が
過
度
で
あ
る
よ
う
だ
（
似
抑
之
太
過
）」
と
批

的
に

察

し
た
（
陽
朙
後
學
文
獻
叢
書
王
畿
集
卷
一
一
「
與

合
溪
」）。
た
だ
し
、「
無
欲
の
公

案
は
、
た
し
か
に
貴
兄
が
み
ず
か
ら
會
得
し
た
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
も
の
だ
（
無

欲
公
案
、
固
兄
所
自
證
、
不
容
自
已
者
也
）」
と
王
宗
沐
の
體
察
に

意
を
拂
い
は
す

る
も
の
の
（
同
卷
六
「
格
物
問
答
原
旨　

答

所
王
子
」）、
そ
れ
で
も
「
小
生
が
貴
兄

に
對
し
て
忠
吿
し
よ
う
と
す
る
事
柄
は
、
文
字
面
の
整
理
に
在
る
だ
け
で
、
貴
兄

の
實
踐
に
對
し
、
增
や
し
た
り
減
ら
し
た
り
す
る
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
よ
う

だ
が
、
し
か
し
言

に
よ
る
敎
化
は
、
學
問
の
根
幹
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
影

响
は
小
さ
く
な
い
（
區
區
所
欲
效
忠
於
兄
者
、
只
在
一
字
點
掇
之
閒
、
於
兄
工
夫
、

無

と
語
っ
た
。
で
は
如
何
に
す
れ
ば
、
自
他
主
客
の
分
別
意

が
外
界
に
馳
せ
る
こ

と
を
防
ぎ
つ
つ
、
か
つ
み
ず
か
ら
の
生
命
活
動
に
制
限
を
加
え
な
い
で
濟
む
の

か
。
念

は
、「（
さ
れ
ば
こ
そ
）
こ
の
は
ざ
ま
に
お
い
て
調
和
を
は
か
り
、
い
つ

で
も
、
保
つ
對
象
が
あ
る
か
の
如
く
し
て
（
そ
の
絕
對
者
を
）
忘
れ
る
わ
け
に
は

ゆ
か
な
い
よ
う
に
さ
せ
、
そ
れ
を
長
く
續
け
れ
ば
、（
對
象
化
さ
れ
て
）
保
た
れ
る

も
の
が
な
い
の
に
、
お
の
ず
か
ら
い
つ
も
保
た
れ
て
い
る
狀
態
に
至
る
（
於
此
調

停
、
俾
常

㊒
存
而
不
敢
忘
、
久
之
至
於
無
所
存
而
自
無
不
存
）」
と
述
べ
、
こ
れ
が
お

互
い
の
課
題
だ
と
傳
え
た
。

　

相
反
す
る
事
態
の
兩
立
を
、
念

は
、
意

が
生
ま
れ
る
か
否
か
の

妙
な

「
機
」
へ
の
沒
入
、
お
よ
び
そ
の
繼
續
に
よ
っ
て
遂
げ
よ
う
と
し
た
。
王
宗
沐
に

も

論
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
實
踐
へ
の
惱
み
は
盡
き
ず
、
そ
こ
で
か
れ
は

聶
雙
江
の
も
と
を
た
ず
ね
た
。
嘉
靖
三
四
年
に
兵

尙
書
の
地
位
で
致
仕
し
た

雙
江
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
故
鄕
で
あ
る
江
西
永
豐
に
歸
還
し
て
い
た
。
か
れ

は
「
不
息
の
體
」
に
言
及
す
る
王
宗
沐
の
書

を
す
で
に
受
け
取
っ
て
お
り
、
こ

の
改
め
て
の
會
見
で
は
、
質
問
に
汲
汲
と
す
る
王
宗
沐
の
向
學
心
を
評
價
し
な
が

ら
も
、
他
方
そ
れ
を
「
亡
子
を
路
に
求
む
る
が
如
し
」
と
形
容
し
た
（
陽
朙
後
學

文
獻
叢
書
聶
豹
集
卷
一
三
「
山
中
答
問
」）。
こ
こ
で
「
亡
子
」
と
は
、
失
踪
し
た
實

子
を
意
味
す
る
。
雙
江
は
「
亡
子
」
を
探
す
或
る
男
の
話
を
持
ち
出
し
た
。
息
子

を
何
年
も
探
し
續
け
た
男
が
「
瞽
翁
」
に
出
會
い
、
翁
が
語
っ
た
噂
話
を
聞
き
、

山
奧
の
老
婆
に
撫

さ
れ
て
い
た
「
亡
子
」
を
よ
う
や
く
發
見
し
た
。
こ
の
寓
話

は
、「
千
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う
そ
の
「
一
見
」
の
脃
さ
を
語
る
。
雙
江

は
、
續
け
て
い
わ
ゆ
る
良
知
現
成
說
を
批

し
、
現
象
に
引
き
摺
ら
れ
る
思
考
だ

と
述
べ
た
。
眞
理
を
求
め
て
焦
る
王
宗
沐
に
對
し
て
も
、
主
體
の
涵
養
を
忘
却
し

て
現
象
世
界
に

さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
、
と
責
め
た
わ
け
で
あ
る
。

　

念

と
雙
江
と
は
、
と
も
に
「
歸
寂
（
靜
）」
の
思
想
的
立
場
に
依
據
す
る
も
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み
な
し
、
愼
獨
に
合
致
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
先
生
の
お
考
え
で

す
。（
し
か
し
）
そ
も
そ
も
、
心
と
は
も
と
よ
り
（

物
を
）
生
み
出
す
根
源

で
あ
り
、
常
時
、
外
界
に
對
應
す
る
の
が
そ
の
本
質
で
す
。
そ
れ
に
對
し
て

事
物
に
固
定
的
な
實
體
は
な
く
、
心
（
が
應
ず
る
の
）
を
待
っ
て
は
じ
め
て

（
そ
れ
が
世
界
に
）
行
き
渡
る
。
心
の
向
か
っ
た
對
象
が
事
物
で
し
て
、
心
に

正
邪
（
の
區
別
）
は
あ
り
ま
す
が
、
事
物
が
（
心
の
正
邪
を
）
選
擇
し
て
現
象

す
る
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
點
が
、
陽
朙
先
生
に
よ
る
格
物
の
敎

え
の
、
先
儒
（
の
解
釋
）
に

な
る
箇
所
な
の
で
す
。（
大
約
門
下
欲

物

心
、
而
格

正
感
二
義
、
故
以
格
物
爲
格
心
、
以
合
於
愼
獨
、
此
門
下
之
旨
也
、
夫

心
本
生
衟
、
常
應
乃
其
體
段
、
而
物
無
自
性
、
待
心
而
後
周

、
心
之
所

爲
物
、

心
㊒
正
邪
、
物
無
揀
擇
、
此
陽
朙
先
生
格
物
之
旨
、
所
以

於
先
儒
者
。）

　

王
宗
沐
が
、
格
物
の
物
を
「
欲
」
と
訓
じ
た
そ
の
理
由
は
、
朙
水
の
所
說
に

歷
然
た
る
唯
心
獨
尊
の
傾
向
を
周
圍
の
人
士
に
看
取
し
、
そ
の
傾
向
の
打
開
を

目
指
し
た
か
ら
だ
と
推
察
す
る
。
朙
水
は
、「
心
が
應
對
し
た
場
面
を
物
と
す

る
」
陽
朙
の
理
解
か
ら
「
應
（
處
）
の
二
字
」
を
取
り
去
り
、「
こ
の
心
こ
そ
が

物
だ
（

心
是
物
）」
と
主
張
し
た
。
だ
が
王
宗
沐
の
見
る
と
こ
ろ
、
朙
水
が
採
る

「

心
是
物
」
の
立
場
で
は
、「
心
と
物
と
が
對
峙
し
て
い
る
こ
と
が
至
極
朙
白
で

あ
り
、
し
か
も
物
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
心
が
、
或
る
場
合
に
は
そ
の
後
に
發
生

し
て
も
氣
づ
か
ず
、
か
え
っ
て
內
面
を
是
、
外
界
を
非
と
す
る
結
果
に
な
る
（
心

物
對
峙
、
歷
歷
較
然
、
而
除
物
之
心
、
或
後
生
不
察
、
番
成
是
內
非
外
）」。
唐
代
の
禪
者

馬
祖
衟
一
が
「

心

佛
」
と
言
う

ら
「
非
心
非
佛
」
と
說
い
た
の
も
、
か
か

る
懸
念
を
拂
拭
し
よ
う
と
し
た
か
ら
な
の
だ
。
王
宗
沐
は
、
主
客
內
外
の
分
別
を

超
え
よ
う
と
す
る
朙
水
の
意
圖
は
理
解
す
る
。
だ
が
そ
の
意
圖
に
反
し
、
主

を

是
と
す
る
方
向
で
の
內
外
の
分
裂
が
發
生
し
か
ね
な
い
、
と
か
れ
の
主
張
を
捉
え

た
。「

心

物
」
と
い
う
そ
の
意

が
、「
不
息
」
で
あ
る
こ
と
を
妨
げ
る
原
因

甚
加
損
、
而
立
言
設
敎
、
根
極
要
領
、
關
係
不
小
）」
と
も
述
べ
、
學
問
的
眞
理
を
追

究
す
る
信
念
に
も
と
づ
き
、
王
宗
沐
に
再
考
を
促
し
た
。

　

北
宋
の
程
朙
衟
は
、
そ
の
定
性
書
の
な
か
で
、
內
心
と
外
物
と
を
分
別
し
て

「
外
物
を
惡
む
」
よ
う
な
態
度
を
批

す
る
。
王
宗
沐
の
「
不
息
」
認

に
あ
っ

て
も
、
當
然
、
か
か
る
分
別
は
否
定
さ
れ
る
。
か
れ
は
龍
溪
に
對
し
、
自
身
の
學

生
が
こ
の
點
に
つ
い
て
質
問
し
て
き
た
こ
と
を
吿
げ
、
併
せ
て
自
身
の
理
解
を
示

し
た
。
そ
の
理
解
は
、龍
溪
の
文

に
か
く
引
用
さ
れ
る
。「（
お
手
紙
に
）
言
う
。

外
界
の
事
物
を
惡
む
の
「
物
」
に
つ
い
て
、
父
母
の
關
係
な
ど
の
人
倫
も
そ
の

中
に
含
め
る
と
す
る
が
、（
そ
こ
で
言
う
物
は
）
わ
た
し
の
所
謂
る
（
格
物
の
物
を
）

も
っ
ぱ
ら
物
欲
と
す
る
（
そ
の
物
）
で
は
な
い
。（
物
）
欲
を
無
く
す
に
は
、
人
倫

と
い
う
事
物
に

し
て
磨
鍊
す
べ
き
だ
。
ど
う
し
て
（
そ
の
物
欲
を
）
外
界
の
事

物
を
惡
む
の
「
物
」
と
同
一
視
で
き
よ
う
か
、
云
々
と
（（
來
敎
）
謂
、
指
惡
外
物

之
物
、
爲
父
母
人
倫
亦
在
其
中
、
非
吾
所
謂
專
以
爲
物
欲
者
也
、
無
欲
須
於
人
倫
事
物
上

磨
、
豈
可
與
惡
外
物
之
物
同
乎
云
云
）」。
對
し
て
龍
溪
は
、「
こ
れ
は
一
箇
の
「
物
」

字
に
ふ
た
つ
の
解
釋
を
與
え
る
も
の
で
、
か
え
っ
て
混
亂
を
引
き
起
こ
す
（
是
以

一
物
爲
兩
解
、
反
成
纏
繞
）」
と
反
駁
し
た
。
た
と
え
ば
視
聽
言
動
は
「
物
」
で
あ

り
、「
非
禮
」
の
そ
れ
ら
が
「
欲
」
な
の
で
あ
っ
て
、「
物
」
を
た
だ
ち
に
「
欲
」

と
す
る
解
釋
は
㊒
り
得
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

王
宗
沐
の
解
釋
は
、
龍
溪
の
そ
れ
の
如
き
朙
快
さ
か
ら
は
程
遠
い
。
だ
が
そ
れ

で
も
か
れ
は
、「
無
欲
」
說
に
據
る
べ
き
必
要
を
痛
感
し
て
い
た
。
か
れ
は
、
江

西
臨
川
に

ら
す
王
門
の
先
輩
、
陳
九
川
（
號
朙
水
、
正
德
九
年
進
士
、
嘉
靖
四
一

年
九
⺼
沒
）
に
書

を
送
り
、
自
身
が
把
握
す
る
「
陽
朙
先
生
格
物
之
旨
」
を
論

據
に
、
朙
水
の
格
物
解
釋
を
批

し
た
（
集
卷
九
「
與
陳
朙
水
」）。

　

そ
も
そ
も
先
生
は
、
こ
の
事
物
が
心
に
他
な
ら
な
い
と
し
て
、（
格
物
の
）

格
に
正
と
感
と
の
ふ
た
つ
の
意
味
を

ね
さ
せ
、
そ
れ
故
、
格
物
を
格
心
と



朙
朝
の
提
學
官
王
宗
沐
の
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想
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動
と
王
門
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一
五
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た
の
で
あ
る（
５
）。

四
、
提
學
官
と
各
省
鄕
試

　

嘉
靖
三
七
年
（
一
五
五
八
）
八
⺼
に
實
施
さ
れ
た
江
西
鄕
試
の
考
査
體
制
に
つ

い
て
、
こ
の
試
驗
を
第
二
位
の
成
績
で
通
過
し
た
張
位
は
、「
受
驗
生
の
答
案
を

査
閱
す
る
際
に
、
內
外
兩
簾
の
官
員
が
合
格
さ
せ
得
る
と
し
た
も
の
を
突
き
合
わ

せ
て
審
査
し
、（
そ
の
審
査
に
通
っ
た
も
の
が
）
は
じ
め
て
合
格
圈
內
に
入
っ
た
（
閱

諸
士
卷
、
參
校
內
外
簾
合
取
者
、
方
入
彀
）」
と
記
錄
す
る
（
閒
雲
館
集
卷
二
四
「
壽
大

中
丞
五
臺
翁
徐
老
師
七
十
序
」）。
朙
朝
の
祖
法
に
お
い
て
科
擧
の
合
否

定
は
內
簾

の
考
官
に
よ
る
專

事
項
だ
が
、
正
德
か
ら

曆
序
盤
に
至
る
一
時
朞
、
一

の

鄕
試
で
は
外
簾
の
執
事
官
も
ま
た
肯
定
的
な
意

の
も
と
そ
の

定
に
關
わ
っ
て

い
た（
６
）。
こ
の
江
西
鄕
試
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

試
驗
業
務
は
監
臨
官
で
あ
る
巡
按
江
西
監
察

史
徐
紳
（
直
隸
建
德
人
、
嘉
靖

二
〇
年
進
士
）
が

鎋
し
た
（
朙
代
登
科
錄
彙
編
所

嘉
靖
三
十
七
年
江
西
鄕
試
錄
）。

內
外
兩
簾
の
官
員
も
か
れ
の
名
の
も
と
に
徵
聘
さ
れ
た
が
、
弘
治
四
年
の
條
例
が

定
め
る
と
お
り
、
考
官
に
就
く
各
地
の
敎
官
に
關
し
て
は
、
提
學
官
に
よ
る
事
歬

の
調
査
選
別
が
求
め
ら
れ
て
い
た
（
朙
會
典
卷
七
七
「
科
擧
」）。
こ
の
鄕
試
の
主
考

官
二
名
の
う
ち
正
主
考
官
は
、
廣
西
桂
林
府
全
州
儒
學
學
正
鄭
元

（
福
建
候
官

人
）
が
つ
と
め
、
九
名
の
同
考
官
中
五
名
が
、
三
四
年
廣
西
鄕
試
の
合
格
者
に
し

て
各
地
に
敎

を
得
て
い
た
人
士
で
あ
る
。
鄭
元

は
嘉
靖
二
八
年
の
福
建
鄕
試

に
合
格
後
の
廣
西
赴
任
で
あ
り
、
王
宗
沐
と
は
か
れ
が
そ
の
地
に
赴
任
し
た
際
に

知
り
合
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
た
三
四
年
の
廣
西
鄕
試
合
格
者
は
、
い
ず
れ
も
が

王
宗
沐
に
よ
っ
て
受
驗
㊮
格
を
與
え
ら
れ
た
か
れ
の
「
門
生
」
で
あ
る
。
考
官
の

人
選
に
關
し
て
は
、
提
學
官
王
宗
沐
の
意
見
が
多
く
採
ら
れ
て
い
た
。

　

合
否

定
に
關
與
す
る
外
簾
官
は
、
時
に

範
答
案
の
作
成
を
も
請
け
負
う
の

つ
ま
り
「
物
欲
」
と
化
し
て
い
る
。
そ
の
克
服
は
、
も
と
よ
り
「
物
欲
」
が
發
生

し
た
當
の
感
應
の
場
面
に
お
い
て
の
み
果
た
さ
れ
る
。「
心
」
へ
の
執
着
が
「
不

息
」
と
し
て
の
一
體
狀
態
か
ら
「
物
」
を
分
裂
さ
せ
る
以
上
、
そ
の
執
着
の
消
盡

と
同
時
に
、
分
裂
し
た
「
物
」
は
「
不
息
」
の
は
た
ら
き
の
な
か
に
跡
形
も
無
く

吸

さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
王
宗
沐
の
「
無
欲
」
說
は
、
龍
溪
の

察
ど

お
り
自
己
抑
制
の
色
彩
が
濃
い
。
し
か
し
、
か
れ
は
、
絕
對
の
心
體
の
實
現
を
目

指
す
が
故
に
か
え
っ
て
自
己
を
絕
對
化
す
る
周
圍
の
人
士
に
對
し
、
そ
し
て
ま
た

「
不
息
」
狀
態
か
ら
外
れ
が
ち
な
自
分
自
身
を
も
戒
め
る
べ
く
、
念

が
敢
え
て

「
歸
靜
」
說
を
唱
え
た
よ
う
に
格
物
「
無
欲
」
說
を
唱
え
た
。

　

嘉
靖
三
七
年
四
⺼
、
王
宗
沐
は
安
福
で
の
視
學
を
終
え
、
當
地
で
鄒
東
廓
が

主
宰
す
る
復
古
書
院
に
お
い
て
講
義
を
お
こ
な
っ
た
（
集
卷
二
〇
「
復
古
書
院
講

義
」）。「
諸
生
二
百
餘
人
」
が
同
席
す
る
な
か
、「
そ
も
そ
も
日
常
生
活
に
お
い

て
、
如
何
に
す
れ
ば
不
息
の
本
體
が
わ
か
る
の
か
（
今
日
用
不
知
何
由
見
得
不
息
本

體
）」
と
の
質
問
に
對
し
、「
本
體
を

別
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、「
息
」
む
場

面
で
「
不
息
」
を
見
つ
め
る
こ
と
だ
（
要

本
體
、
於
息
處
看
不
息
）」
と
答
え
、

さ
ら
に
「
ど
の
よ
う
に
努
力
し
た
な
ら
ば
、
本
體
と
合
致
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
（

何
如
用
功
、
得
與
本
體
合
）」
と
の
質
問
に
は
、「
努
力
し
よ
う
と
思
う
な
ら

ば
、「
不
息
」
の
場
面
で
「
息
」
む
こ
と
を
防
ぐ
べ
き
だ
（
要
下
工
夫
、
須
於
不
息

處
防
息
）」
と
應
じ
た
。「
息
」
の
防
遏
と
「
不
息
」
の
㊟
視
と
は
、「
人
倫
と
い

う
事
物
に

し
て
磨
鍊
」
す
る
一
箇
の
實
踐
の
兩
面
を
構
成
す
る
。
そ
の
歬
者
が

「
無
欲
」
の
實
踐
に
相
當
す
る
。
か
か
る
歬
者
が
後
者
の
安
定
的
な
實
現
を
、
そ

し
て
後
者
が
歬
者
の
方
向
性
の
正
し
さ
を
相
互
に
保
證
す
る
論
理
構
造
で
あ
る
。

「
不
息
」
で
あ
る
こ
と
の
困
難
さ
を
わ
き
ま
え
つ
つ
も
「
不
息
」
で
あ
ろ
う
と
希

求
す
る
が
故
に
、
王
宗
沐
は
そ
の
實
踐
論
に
「
無
欲
」
の
要
素
を
加
え
、
こ
れ
ら

ふ
た
つ
の
側
面
を
常
に
意

す
る
こ
と
に
よ
る
實
踐
の
漸
進
的
な
成
熟
を
朞
待
し
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也
）」
と
そ
の
絕
對
性
を
强
調
し
、
か
つ
そ
れ
が
時
空
を
超
越
し
た
動
靜
體
用
一

體
の

涯
で
あ
る
こ
と
を
、「

物
を
絕
え
ず
生
み
出
す
仕
組
み
は
、
人
爲
を
借

り
ず
、
時
閒
に
よ
っ
て
區
切
ら
れ
ず
、

界
に
よ
っ
て
も
隔
て
ら
れ
な
い
。
ど
う

し
て
動
靜
や
體
用
（
と
い
っ
た
區
別
）
が
そ
こ
に
㊒
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
點
が
本

體
の
本
體
た
る
所
以
だ
（
生
生
之
幾
、
不
假
人
力
、
不
以
時
分
、
不
以

閒
、

何
動

靜
體
用
之
㊒
、
此
本
體
之
所
以
本
體
也
）」
と
說
朙
す
る
。
ま
た
上
記
の
三
者
に
關
し

て
は
、
か
り
に
か
か
る
渾
然
一
體
の
「
體
」
を
ま
る
ご
と
捉
え
き
れ
ず
「
分
析
」

を
加
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
偏
向
が
生
じ
か
ね
な
い
こ
と
を
、
そ
の
理
由
と

と
も
に
解
說
す
る
。「
主
靜
者
」
は
そ
の
靜
に
、「
愼
動
者
」
は
そ
の
動
に
執
着
す

る
と
し
て
、
第
三
番
目
の
立
場
に
つ
き
、「「
生
」
の
正
直
さ
に
固
執
す
る
者
は
、

か
の
「
理
一
」
だ
け
に
身
を
任
せ
て
「
分
殊
」
を
忘
れ
、
孔
子
の
言
う
「
直
」
は

同
一
の
歸
着
點
を
指
し
て
言
う
が
、
そ
れ
が
も
と
よ
り
多

な
思
慮
を
離
れ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
（
㊒
見
於
生
之
直
者
、
一
信
夫
理
一
而
遺
分
殊
、
而
不

知
孔
子
所
謂
直
、
指
一
致
同
歸
而
言
、
而
未
始
離
於
殊
塗
百
慮
也
（
周
易
繫
辭
傳
））」
と

述
べ
、
そ
の
理
由
を
以
下
の
如
く
記
す
の
で
あ
る
。

「
理
一
」
に
身
を
任
せ
て
「
分
殊
」
を
忘
れ
る
者
は
、
我
が
本
體
が
思
慮
を

超
越
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
と
し
て
、
渾
然
一
體
と
い
う
見
解
を
た
だ
執
持

す
る
ば
か
り
で
、
も
は
や
自
己
を
省
み
實
踐
の
意
味
を
朙
瞭
に
把
握
し
よ
う

と
は
し
な
い
。
だ
が
（
か
れ
ら
は
）、

物
を
絕
え
ず
生
み
出
す
仕
組
み
が
體

用
一
源
で
あ
っ
て
、（
用
と
し
て
現
象
す
る
事
物
の
）
中
庸
に
依
據
し
精

な

點
を
極
め
な
け
れ
ば
、（
そ
の
體
の
）
高
朙
廣
大
な
る
在
り
方
を
突
き
詰
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
わ
き
ま
え
な
い
。（
其
信
理
一
而
遺
分
殊
者
、
以
此
體

何
思
何
慮
也
、
而
獨
持
渾
淪
之
見
、
不
復
反
躬
以

察
之
（
孟
子
盡
心
上
篇
）、
而
不

知
生
生
之
幾
、
體
用
一
源
、
不
盡
中
庸
精

、
則
不
能
致
高
朙
廣
大
（
中
庸
第
二
七

）。）

だ
が
、
そ
の
場
に
は
提
學
官
の
意
見
も
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
五
題
の
策

問
の
第
二
問
に
㊟
目
し
た
い
。
質
問
は
す
べ
て
三
〇
二
文
字
、
そ
の
歬
半
に
お
い

て
六
經
の
主
旨
と
仁
槪
念
と
の

同
を
問
い
、
か
つ
北
宋
に
至
る
ま
で
の
仁
槪

念
に
關
す
る
諸
說
を
た
ず
ね
、
後
半
で
は
、
そ
の
仁
を
「
本
體
」
と
位
置
づ
け

つ
つ
、「
い
ま
本
體
か
ら
離
れ
ず
、
み
ず
か
ら
に
切
實
な
學
問
を
實
踐
し
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
主
靜
を
說
く
者
も
（
現
實
を
遊
離
し
た
）
空
虛
な
狀
態
に
は
至
ら

ず
、
愼
動
を
說
く
者
も
（
既
成
の
言
說
を
）
踏

す
る
だ
け
に
は
至
ら
ず
、
自
己

の
「
生
」
の
正
直
さ
に
身
を
任
せ
る
者
も
（
自
己
の
）
心
（
が
生
む
主

的

斷
）

の
み
を
正
し
い
と
す
る
に
は
至
ら
な
い
（
今
欲
不
離
本
體
、
爲
切
實
之
學
、
主
靜
者
不

至
爲
空
虛
、
愼
動
者
不
至
爲

取
、
信
其
生
之
直
、
而
不
至
爲
師
心
）」
と
總
括
し
、
受

驗
生
に
「
平
日
よ
り
得
る
所
の
者
」
を
述
べ
よ
と
要
請
し
た
。
こ
の
「
主
靜
」
以

下
の
三
者
は
、
一
般
的
に
は
評
價
に
値
す
る
態
度
で
あ
る
。
と
く
に
第
三
番
目
の

立
場
は
、
論
語
雍
也
篇
の
「
人
の
生
や
直
。
罔
ま
が
れ
る
も
のの
生
や
幸
に
し
て
免
る
」
を
典

據
と
し
、
朱
註
は
、
程
子
に
よ
る
「
生
の
理
は
本
よ
り
直
。
罔
は
不
直
也
」
と
の

言

を
引
き
、
こ
の
「
生
」
を
肯
定
的
に
捉
え
る
。
た
だ
し
策
問
は
、「
本
體
を

離
れ
ず
」
云
々
と
の
條
件
が
滿
た
さ
れ
な
い
限
り
、「
生
」
の
正
直
さ
に
從
う
者

も
含
め
て
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
偏
向
す
る
と
見
る
。
作
題
者
に
お
け
る
「
本
體
」

認

や
、
如
上
三
者
が
抱
え
る
と
さ
れ
た
缺
陷
に
關
し
て
は
、
程
策
す
な
わ
ち
策

問
に
對
す
る

範
解
答
が
解
說
す
る
。

　

程
策
は
全
二
四
九
八
文
字
の
長
文
で
あ
り
、
試
錄
に
據
れ
ば
、
第
四
位
合
格
の

新
淦
縣
學
增
廣
生
朱
孟
震
が
そ
の
作
者
で
あ
る
。
程
策
は
、
策
問
に
言
う
「
本

體
」
に
つ
い
て
、「
こ
の
心
は
視
聽
の
感
覺
を
超
え
つ
つ
も
、
そ
の

物
を
絕
え

ず
生
み
出
す
仕
組
み
は
、
す
べ
て
の
事
物
を
內
包
し
て
お
り
な
が
ら
、
し
か
し
個

別
具
體
的
な
感
情
を
超
え
た

地
か
ら
も
っ
ぱ
ら
あ
ら
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
仁

で
あ
る
（
此
心
不
覩
不
聞
、
而
其
生
生
之
幾
、
無
一
物
不
體
、
而
一
出
於
無
情
、
所
謂
仁
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こ
の
立
場
は
、

事

物
が
一
心
に

斂
し
か
つ
そ
の
渾
然
た
る
一
心
か
ら
諸

現
象
が
あ
ら
わ
れ
る
、
と
の
認

に
の
み
執
着
し
、
そ
の
結
果
、
主
客
の
溶
融
し

た
一
體
の
場
で
燦
然
た
る
秩
序
を
具
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
終
わ
る
も
の
で

あ
る
。
本
體
に
關
す
る
程
策
の
所
說
は
、「
不
息
」
語
こ
そ
使
わ
れ
ず
「
生
生
之

幾
」
と
記
さ
れ
る
も
の
の（
７
）、
王
宗
沐
が
日
常
的
に
語
っ
て
い
た
本
體
認

に
相
違

な
い
。
ま
た
策
問
が
擧
げ
た
第
三
番
目
の
立
場
は
、
程
策
の
解
說
か
ら
推
せ
ば
、

「

心
是
物
」
を
高
唱
す
る
思
想
家
、
た
と
え
ば
上
述
し
た
陳
朙
水
の
そ
れ
に
比

定
可
能
で
あ
る
。
こ
の
策
問
と
程
策
に
は
、
提
學
官
王
宗
沐
の
意
向
が
十
二
分
に

反
映
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
。

　

程
文
の
代
作
は
違
法
行
爲
だ
が
、
こ
の
程
策
が
、
祖
法
ど
お
り
考
生
朱
孟
震
の

答
案
で
あ
っ
た
場
合
の
方
が
、
問
題
は
む
し
ろ
厄
介
で
あ
る
。
程
策
所
說
の
內
容

は
當
時
に
お
け
る
王
宗
沐
の
思
索
の
結
晶
で
あ
り
、
江
西
の
學
生
は
そ
れ
を
か
れ

の
講
義
や
書

な
ど
に
よ
っ
て
見
聞
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
隆
慶
二
年（
一
五
六
八
）

に
進
士
登
第
を
果
た
す
朱
孟
震
を
剽
竊
の
巧
者
と
貶
め
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
か

れ
ら
學
生
は
、
そ
の
思
索
の
內
容
、
と
い
う
よ
り
も
か
れ
が
そ
れ
を
結
晶
化
さ
せ

る
に
至
っ
た

鬪
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
追
體
驗
で
き
て
い
た
の
か
。
受
驗
生
に

と
っ
て
程
文
は
恰
好
の
參
考
書
で
あ
る
。
體
認
の
所
產
が
疊
み
込
ま
れ
た
文

も
、
か
れ
ら
の
合
格
願

の
埒
外
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
王
學
の
社
會
的
浸
透

と
、
商
業
出
版
の
隆
盛
お
よ
び
そ
れ
に
押
し
上
げ
ら
れ
た
受
驗

術
の
高
度
化
の

も
と
、
他
者
の
體
認
す
ら
を
も

倣
す
る
答
案
の
出
現
は
、
い
ず
れ
阻
止
し
得
ぬ

趨
勢
で
あ
っ
た
。

㊟
（
１
）　

制
度
の
沿
革
に
關
す
る
硏
究
と
し
て
は
、
五
十
嵐
正
一
「
朙
代
に
お
け
る
提
學
官

の
制
度
に
つ
い
て
」
初
出
一
九
六
四
、
の
ち
『
中
國
近
世
敎

史
の
硏
究
』
國
書
刊

行
會
、
一
九
七
三
、
な
ど
。

（
２
）　

拙
稿
「
王
門
歐
陽
德
の
學
問
と
そ
の
會
試
程
文
」『
哲
學
㊮
源
と
し
て
の
中
國
思

想
』
硏
文
出
版
、
二
〇
一
三
、
は
南
野
が
到
逹
し
た
主
客
兩
忘
の

地
な
ど
を
解
說

す
る
。

（
３
）　

書

の
相
手
で
あ
る
錢
緖
山
（
本
名

、
字
德
洪
、
以
字
行
、
浙
江
餘
姚
人
、

一
四
九
六
︱
一
五
七
六
）
も
ま
た
王
門
高
弟
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
王
宗
沐
は
こ
の
書

に
、
餘
姚
天
眞
書
院
を
「
再
造
」
す
る
緖
山
へ
の
感
謝
や
、「
陽
朙
先
生
像
」
を

届
け
る
た
め
「
徐
生
」
を
派
遣
す
る
計
畫
な
ど
も
記
す
。

（
４
）　

木
見
悟
「
羅
念

の
思
想
」『
陽
朙
學
の
開
展
と
佛
敎
』
硏
文
出
版
、

一
九
八
四
、
初
出
一
九
七
四
、
お
よ
び
同
書
所

「
聶
雙
江
に
お
け
る
陽
朙
學
の
後

退
」、
に
よ
る
。

（
５
）　

七
〇
歲
の
龍
溪
を
祝
う
「
壽
龍
溪
王
先
生
序
」（
集
卷
六
）
の
な
か
で
、
か
れ
が

「
始
於
無
心
、
繼
於
不
息
、
極
於
無
無
」
と
述
べ
る
點
に
㊟
目
し
た
い
。

（
６
）　

拙
稿
「
人
法

任
の

意
︱
朙
代
中
後
朞
の
科
擧
お
よ
び
督
學
制
度
と
思
想
史
」

『
學
問
の
か
た
ち
︱
も
う
一
つ
の
中
國
思
想
史
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
。

（
７
）　

受
驗
生
の
必
讀
書
で
あ
る
『
性
理
大
全
書
』
を
繙
け
ば
、
そ
の
小
註
の
各
處
に

「
生
生
不
息
」
語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。


